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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の一般式を有する化合物を含む殺虫剤組成物であって、
【化１】

式中、
　Ｒ１は、
（ａ）非置換ピリミジニル、ピリダジニル、若しくはピラジニル、又は
（ｂ）置換ピリミジニル、ピリダジニル、若しくはピラジニルであり、各置換ピリミジニ
ル、ピリダジニル、若しくはピラジニルは、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）
アルケニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６
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）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニルオキシ、アリール、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアル
ケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ

３－Ｃ６）シクロアルコキシ、ハロ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、若しくはヘテロシク
リルから独立して選択された１つ又はそれ以上の置換基を有し、
　Ｒ２は、Ｈ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルオキシ、（Ｃ１－
Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６

）アルキニルオキシ、アリール、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シク
ロアルケニルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルコキシ
、ハロ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、又はヘテロシクリルであり、
　Ｒ３は、Ｈ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルオキシ、（Ｃ１－
Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６

）アルキニルオキシ、アリール、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シク
ロアルケニルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルコキシ
、ハロ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、又はヘテロシクリルであり、
　場合により、Ｒ２及びＲ３は、環がＯ、Ｓ、又はＮ原子を場合により含有する３個以上
の環原子を含有する、環を形成することができ、
　Ｒ４は、Ｈ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルオキシ、（Ｃ１－
Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６

）アルキニルオキシ、アリール、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シク
ロアルケニルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルコキシ
、ハロ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、又はヘテロシクリルであり、
　場合により、Ｒ４及びＲ２は結合し、－（ＣＨ２）－と共に４、５、又は６員環を形成
し、
　Ｒ５は、ＮＯ２、ＣＮ、ＣＯ２Ｒ６、非置換ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル、Ｃ
（＝（Ｏ又はＳ））Ｊ（Ｊ１）（Ｊ２）であり、
　置換ヘテロシクリルは、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルオキシ
、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（
Ｃ２－Ｃ６）アルキニルオキシ、アリール、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－
Ｃ６）シクロアルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シク
ロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルコキシ、ハロ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘ
テロシクリルから独立して選択された１つ又はそれ以上の置換基を有し、
　Ｊは、Ｎ又はＣ（Ｊ３）であり、
　Ｊ１、Ｊ２、及びＪ３は、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルオキ
シ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニ
ルオキシ、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニルチオ、アリール、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル
、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニルチオ、（Ｃ

３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキルチオ、Ｈ、ヘテロシクリル、又は（Ｃ０－Ｃ６）アルキル－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｊ４）
から独立して選択され、これらはそれぞれ、以下の１つ又はそれ以上の置換基、Ｆ、Ｃｌ
、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＮＯ２、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ

２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ

１－Ｃ６）ハロアルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ、Ｓ（＝Ｏ）ｎ１（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル（式中、ｎ１＝０～２）、Ｓ（＝Ｏ）ｎ２ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（
式中、ｎ２＝０～２）、ＯＳＯ２ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ１－Ｃ

６）アルキル、Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、Ｃ（＝Ｏ）ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アル
キル、アリール、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、Ｎ（Ｊ５）（Ｊ６）、及びヘテロ
シクリルで独立して置換されていてもよく（Ｈを除く）、
　Ｊ１及びＪ２は、４、５、又は６員環を形成することができ、
　Ｊ４、Ｊ５、及びＪ６は、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルオキ
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シ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニ
ルオキシ、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニルチオ、アリール、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル
、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニルチオ、（Ｃ

３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキルチオ、Ｈ、又はヘテロシクリルから独立して選択され、
　Ｒ６＝（Ｃ１－Ｃ３）アルキルであり、
　ｎは、０、１、２、又は３である殺虫剤組成物。
【請求項２】
　Ｒ１が、下式
【化２】

　である、請求項１に記載の殺虫剤組成物。
【請求項３】
　害虫を防除するために、害虫が生息する場所に請求項１に記載の殺虫剤組成物を適用す
ることを含む方法。
【請求項４】
　害虫を防除するために、害虫が生息する場所に請求項２に記載の殺虫剤組成物を適用す
ることを含む方法。
【請求項５】
　以下の式を有する化合物を含む殺虫剤組成物。
【化３】
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【請求項６】
　以下の式を有する化合物を含む殺虫剤組成物。
【化４】

【請求項７】
　以下の式を有する化合物を含む殺虫剤組成物。
【化５】

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２００８年８月２７日に出願された米国特許仮出願第６１／０９２０７７号
の利益を主張する。本明細書に開示される本発明は、殺虫剤及び害虫防除におけるそれら
の使用の分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　害虫は、毎年世界中で数百万人のヒトの死をもたらす。さらに、農業に損失をもたらす
、一万を超える種の害虫が存在する。これらの農業損失は、毎年数十億米ドルに達する。
シロアリは、家などの様々な建造物に被害をもたらす。これらのシロアリ被害の損失は、
毎年数十億米ドルに達する。最後に、多くの貯蔵食物の害虫が貯蔵食物を食べ、その品質
を落としている。これらの貯蔵食物の損失は毎年数十億米ドルに達するが、さらに重大な
のは必要な食物を人々から奪っていることである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　新規な殺虫剤が深刻に求められている。昆虫は、現在使用されている殺虫剤に耐性を生
じつつある。数百の昆虫種が、１つ又はそれ以上の殺虫剤に耐性である。一部の旧来の殺
虫剤、例えばＤＤＴ、カルバマート剤、及び有機リン剤に対する耐性の発現は周知である
が、一部の新しい殺虫剤に対する耐性も発現している。したがって、新規な殺虫剤、特に
新規な作用様式を有する殺虫剤が求められている。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
置換基（非包括的リスト）
　置換基として示す例は（ハロを除いて）非包括的であり、本明細書に開示される本発明
を限定するものとして解釈されるべきではない。
【０００５】
　「アルケニル」は、炭素及び水素からなる非環式不飽和（少なくとも１つの炭素－炭素
二重結合）分岐又は非分岐置換基を意味し、例えばビニル、アリル、ブテニル、ペンテニ
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ル、ヘキセニル、ヘプテニル、オクテニル、ノネニル、及びデセニルである。
【０００６】
　「アルケニルオキシ」は、さらに炭素－酸素単結合からなるアルケニルを意味し、例え
ばアリルオキシ、ブテニルオキシ、ペンテニルオキシ、ヘキセニルオキシ、ヘプテニルオ
キシ、オクテニルオキシ、ノネニルオキシ、及びデセニルオキシである。
【０００７】
　「アルコキシ」は、さらに炭素－酸素単結合からなるアルキルを意味し、例えばメトキ
シ、エトキシ、プロポキシ、イソプロポキシ、１－ブトキシ、２－ブトキシ、イソブトキ
シ、ｔｅｒｔ－ブトキシ、ペントキシ、２－メチルブトキシ、１，１－ジメチルプロポキ
シ、へキソキシ、ヘプトキシ、オクトキシ、ノノキシ、及びデコキシである。
【０００８】
　「アルキル」は、炭素及び水素からなる非環式飽和分岐又は非分岐置換基を意味し、例
えばメチル、エチル、プロピル、イソプロピル、１－ブチル、２－ブチル、イソブチル、
ｔｅｒｔ－ブチル、ペンチル、２－メチルブチル、１，１－ジメチルプロピル、ヘキシル
、ヘプチル、オクチル、ノニル、及びデシルである。
【０００９】
　「アルキニル」は、炭素及び水素からなる非環式不飽和（少なくとも１つの炭素－炭素
三重結合、及び任意の二重結合）分岐又は非分岐置換基を意味し、例えばエチニル、プロ
パルギル、ブチニル、ペンチニル、ヘキシニル、ヘプチニル、オクチニル、ノニニル、及
びデシニルである。
【００１０】
　「アルキニルオキシ」は、さらに炭素－酸素単結合からなるアルキニルを意味し、例え
ばペンチニルオキシ、ヘキシニルオキシ、ヘプチニルオキシ、オクチニルオキシ、ノニニ
ルオキシ、及びデシニルオキシである。
【００１１】
　「アリール」は、水素及び炭素からなる環式芳香族置換基を意味し、例えばフェニル、
ナフチル、及びビフェニリルである。
【００１２】
　「シクロアルケニル」は、炭素及び水素からなる単環式又は多環式不飽和（少なくとも
１つの炭素－炭素二重結合）置換基を意味し、例えばシクロブテニル、シクロペンテニル
、シクロヘキセニル、シクロヘプテニル、シクロオクテニル、シクロデセニル、ノルボル
ネニル、ビシクロ［２．２．２］オクテニル、テトラヒドロナフチル、ヘキサヒドロナフ
チル、及びオクタヒドロナフチルである。
【００１３】
　「シクロアルケニルオキシ」は、さらに炭素－酸素単結合からなるシクロアルケニルを
意味し、例えばシクロブテニルオキシ、シクロペンテニルオキシ、シクロヘキセニルオキ
シ、シクロヘプテニルオキシ、シクロオクテニルオキシ、シクロデセニルオキシ、ノルボ
ルネニルオキシ、及びビシクロ［２．２．２］オクテニルオキシである。
【００１４】
　「シクロアルキル」は、炭素及び水素からなる単環式又は多環式飽和置換基を意味し、
例えばシクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル、シクロヘキシル、シクロヘプチ
ル、シクロオクチル、シクロデシル、ノルボルニル、ビシクロ［２．２．２］オクチル、
及びデカヒドロナフチルである。
【００１５】
　「シクロアルコキシ」は、さらに炭素－酸素単結合からなるシクロアルキルを意味し、
例えばシクロプロピルオキシ、シクロブチルオキシ、シクロペンチルオキシ、シクロヘキ
シルオキシ、シクロヘプチルオキシ、シクロオクチルオキシ、シクロデシルオキシ、ノル
ボルニルオキシ、及びビシクロ［２．２．２］オクチルオキシである。
【００１６】
　「ハロ」は、フルオロ、クロロ、ブロモ、及びヨードを意味する。
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【００１７】
　「ハロアルキル」は、さらに１つから最大可能数の同一であるか又は異なるハロからな
るアルキルを意味し、例えばフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、
１－フルオロメチル、２－フルオロエチル、２，２，２－トリフルオロエチル、クロロメ
チル、トリクロロメチル、及び１，１，２，２－テトラフルオロエチルである。
【００１８】
　「ヘテロシクリル」は、環構造が少なくとも１つの炭素及び少なくとも１つのヘテロ原
子を含有し、前記ヘテロ原子が、窒素、硫黄、又は酸素である、完全飽和、部分不飽和、
又は完全不飽和であることのできる環式置換基を意味し、例えばベンゾフラニル、ベンゾ
イソチアゾリル、ベンゾイソオキサゾリル、ベンゾオキサゾリル、ベンゾチエニル、ベン
ゾチアゾリル、シンノリニル、フラニル、インダゾリル、インドリル、イミダゾリル、イ
ソインドリル、イソキノリニル、イソチアゾリル、イソオキサゾリル、１，３，４－オキ
サジアゾリル、オキサゾリニル、オキサゾリル、フタラジニル、ピラジニル、ピラゾリニ
ル、ピラゾリル、ピリダジニル、ピリジル、ピリミジニル、ピロリル、キナゾリニル、キ
ノリニル、キノキサリニル、１，２，３，４－テトラゾリル、チアゾリニル、チアゾリル
、チエニル、１，２，３－トリアジニル、１，２，４－トリアジニル、１，３，５－トリ
アジニル、１，２，３－トリアゾリル、及び１，２，４－トリアゾリルである。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の殺虫剤組成物は、以下の一般式を有する分子を含み、
【化１】

式中、
　Ｒ１は、
（ａ）非置換ピリミジニル、ピリダジニル、若しくはピラジニル、又は
（ｂ）置換ピリミジニル、ピリダジニル、若しくはピラジニルであり、各置換ピリミジニ
ル、ピリダジニル、若しくはピラジニルは、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）
アルケニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６

）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニルオキシ、アリール、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアル
ケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ

３－Ｃ６）シクロアルコキシ、ハロ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、若しくはヘテロシク
リルから独立して選択された１つ又はそれ以上の置換基を有し、
　Ｒ２は、Ｈ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルオキシ、（Ｃ１－
Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６

）アルキニルオキシ、アリール、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シク
ロアルケニルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルコキシ
、ハロ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、又はヘテロシクリルであり、
　Ｒ３は、Ｈ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルオキシ、（Ｃ１－
Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６

）アルキニルオキシ、アリール、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シク
ロアルケニルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルコキシ
、ハロ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、又はヘテロシクリルであり、
　場合により、Ｒ２及びＲ３は、環がＯ、Ｓ、又はＮ原子を場合により含有する３個以上
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　Ｒ４は、Ｈ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルオキシ、（Ｃ１－
Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６

）アルキニルオキシ、アリール、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シク
ロアルケニルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルコキシ
、ハロ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、又はヘテロシクリルであり、
　場合により、Ｒ４及びＲ２は結合し、－（ＣＨ２）－と共に４、５、又は６員環を形成
し、
　Ｒ５は、ＮＯ２、ＣＮ、ＣＯ２Ｒ６、非置換ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル、Ｃ
（＝（Ｏ又はＳ））Ｊ（Ｊ１）（Ｊ２）であり、
　置換ヘテロシクリルは、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルオキシ
、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（
Ｃ２－Ｃ６）アルキニルオキシ、アリール、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－
Ｃ６）シクロアルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シク
ロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルコキシ、ハロ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘ
テロシクリルから独立して選択された１つ又はそれ以上の置換基を有し、
　Ｊは、Ｎ又はＣ（Ｊ３）であり、
　Ｊ１、Ｊ２、及びＪ３は、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルオキ
シ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニ
ルオキシ、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニルチオ、アリール、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル
、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニルチオ、（Ｃ

３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキルチオ、Ｈ、ヘテロシクリル、又は（Ｃ０－Ｃ６）アルキル－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｊ４）
から独立して選択され、これらはそれぞれ、以下の１つ又はそれ以上の置換基、Ｆ、Ｃｌ
、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＮＯ２、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ

２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ

１－Ｃ６）ハロアルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ、Ｓ（＝Ｏ）ｎ１（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル（式中、ｎ１＝０～２）、Ｓ（＝Ｏ）ｎ２ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（
式中、ｎ２＝０～２）、ＯＳＯ２ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ１－Ｃ

６）アルキル、Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、Ｃ（＝Ｏ）ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アル
キル、アリール、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、Ｎ（Ｊ５）（Ｊ６）、及びヘテロ
シクリルで独立して置換されていてもよく（Ｈを除く）、
　Ｊ１及びＪ２は、４、５、又は６員環を形成することができ、
　Ｊ４、Ｊ５、及びＪ６は、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルオキ
シ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニ
ルオキシ、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニルチオ、アリール、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル
、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニルチオ、（Ｃ

３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキルチオ、Ｈ、又はヘテロシクリルから独立して選択され、
　Ｒ６＝（Ｃ１－Ｃ３）アルキルであり、
　ｎは、０、１、２、又は３である。
【００２０】
　本発明の別の実施形態において、Ｒ１は、下式である。
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【００２１】
　当分野で公知の手順を用いて、本発明の分子を製造することができる。一般に、これら
の分子は以下のとおり製造できる。
【００２２】
　Ｒ５がＣＮを表し、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４が前に定義されたとおりである式（１ａ）
の化合物は、スキームＡに例示した方法によって調製できる。複素環Ｒ１に隣接するメチ
レン炭素を、Ｎ－ブロモスクシンイミド、Ｎ－クロロスクシンイミド、又はトリクロロイ
ソシアヌル酸を用いて、最初にハロゲン化する。アルキルチオールのナトリウム塩による
ハロゲン化物の求核置換によって、スルフィドを調製する。シアナミドの存在下、０℃で
スルフィドをヨードベンゼンジアセタートで酸化して、スルフィルイミンを得る。この反
応は、ジクロロメタン（ＣＨ２Ｃｌ２）のような極性非プロトン性溶媒中で行うことがで
きる。次いで、スルフィルイミンをｍ－クロロペルオキシ安息香酸（ｍＣＰＢＡ）で酸化
する。炭酸カリウムなどの塩基を用いて、ｍＣＰＢＡの酸性度を中和する。プロトン性極
性溶媒、例えばエタノール及び水を用いて、スルフィルイミン出発材料及び用いた塩基の
溶解度を上げる。スルフィルイミンは、三塩化ルテニウム水和物などの触媒の存在下、過
ヨウ素酸ナトリウム又はカリウム水溶液で酸化することもできる。この触媒作用の有機溶
媒は、極性非プロトン性溶媒、例えばＣＨ２Ｃｌ２、クロロホルム、又はアセトニトリル
であることができる。
スキームＡ
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【化３】

【００２３】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４が前に定義されたとおりであり、Ｒ５がＣＮ、ＮＯ２、又はＣ
Ｏ２Ｒ６である式（１ｂ）の化合物は、スキームＢに例示した方法によって、スルフィド
から調製できる。極性溶媒中、０℃未満でスルフィドをｍＣＰＢＡで酸化して、スルホキ
シドを得る。ほとんどの場合、ＣＨ２Ｃｌ２が酸化に好ましい溶媒である。次いで、非プ
ロトン性溶媒中、濃硫酸の存在下、加熱しながらスルホキシドをアジ化ナトリウムでイミ
ン化して、スルホキシイミンを得る。ほとんどの場合、クロロホルムがこの反応に好まし
い溶媒である。スルホキシイミンの窒素を、塩基の存在下、臭化シアンでシアン化するか
、軽度に上昇させた温度で無水酢酸の存在下、硝酸でニトロ化するか、又は４－ジメチル
アミノピリジン（ＤＭＡＰ）などの塩基の存在下、クロロギ酸アルキル（Ｒ６）でカルボ
キシル化して、Ｎ－置換スルホキシイミンを得ることができる。塩基は効率的なシアン化
及びカルボキシル化に必要であり、好ましい塩基はＤＭＡＰであり、一方、効率的なニト
ロ化反応のために、触媒として硫酸が用いられる。
スキームＢ

【化４】

【００２４】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４が前に定義されたとおりであり、Ｒ５がチオ尿素（－Ｃ（Ｓ）
ＮＨ２）である式（１ｃ）の化合物は、スキームＣに例示した方法によって、非置換（Ｎ
－Ｈ）スルホキシイミンから調製できる。スルホキシイミン窒素を、Ｆｍｏｃイソチオシ
アナート（Ｆｍｏｃ＝９－フルオレニルメトキシカルボニル）と反応させて、Ｆｍｏｃ保
護チオ尿素を得る。チオ尿素の脱保護は、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ）など
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の溶媒中、ピペリジンなどの塩基で処理することによって達成できる。
スキームＣ
【化５】

【００２５】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４が前に定義されたとおりであり、Ｒ５が置換又は非置換チアゾ
ールである式（１ｄ）の化合物は、スキームＤに例示した方法によって、チオ尿素置換ス
ルホキシイミン（１ｃ）から調製できる。（１ｃ）と適切に置換したα－ブロモケトン又
はα－ブロモアルデヒド（式中、Ｒ７及びＲ８は、独立してＨ、アルキル、ハロアルキル
、置換若しくは非置換アリール、又はアリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルである）との反応
によって、Ｎ－チアゾリルスルホキシイミン（１ｄ）を得る。
スキームＤ
【化６】

【００２６】
　スキームＥに例示したとおり、Ｒ２及びＲ３＝Ｈであり、Ｒ１、Ｒ４、及びＲ５が前に
定義されたとおりであるＮ－置換スルホキシイミンのα炭素を、カリウムヘキサメチルジ
シラジド（ＫＨＭＤＳ）などの塩基の存在下、さらにアルキル化又はハロゲン化（Ｒ２）
して、Ｒ１、Ｒ４、及びＲ５が前に定義されたとおりであり、Ｚが適切な脱離基である式
（１ｅ）のＮ－置換スルホキシイミンを得ることができる。好ましい脱離基は、ヨウ化物
（Ｒ２＝アルキル）、ベンゼンスルホンイミド（Ｒ２＝Ｆ）、テトラクロロエテン（Ｒ２
＝Ｃｌ）、及びテトラフルオロエテン（Ｒ２＝Ｂｒ）である。
スキームＥ
【化７】

【００２７】
　スキームＦでは、チオ尿素で処理して、加水分解し、その後、水性塩基条件下、適切な
ブロモクロロアルカン（ｍ＝０、１、又は２）でアルキル化し、テトラヒドロフラン（Ｔ
ＨＦ）などの極性非プロトン性溶媒中、カリウム－ｔ－ブトキシドのような塩基の存在下
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スルフィドを調製できる。
スキームＦ
【化８】

【００２８】
　ｎ＝２であり、Ｒ２及びＲ３が水素であり、Ｒ１、Ｒ４、及びＲ５が前に定義されたと
おりである式（１ｆ）のスルホキシイミン化合物は、スキームＧに例示した方法によって
調製できる。シアナミドの存在下、０℃でジメチルスルフィドをヨードベンゼンジアセタ
ートで酸化して、対応するスルフィルイミンを得る。この反応は、ＣＨ２Ｃｌ２又はＴＨ
Ｆのような極性非プロトン性溶媒中で行うことができる。次いで、スルフィルイミンをｍ
ＣＰＢＡで酸化する。炭酸カリウムなどの塩基を用いて、ｍＣＰＢＡの酸性度を中和する
。プロトン性極性溶媒、例えばエタノール及び水を用いて、スルフィルイミン出発材料及
び用いた塩基の溶解度を上げる。Ｎ－置換スルホキシイミンのα炭素を、ＫＨＭＤＳ又は
ブチルリチウム（ｎＢｕＬｉ）などの塩基の存在下、ヘテロ芳香族メチルハロゲン化物で
アルキル化して、所望のＮ－置換スルホキシイミンを得ることができる。好ましいハロゲ
ン化物は、臭化物、塩化物、又はヨウ化物であることができる。
スキームＧ
【化９】

【００２９】
　式（Ａ２）のスルフィド化合物は、スキームＨに例示した方法によって調製できる。２
－エトキシメチレン－マロン酸ジエチルエステルを、トリフルオロアセトアミジンと反応
させてピリミジノンを形成し、次いで、それを塩化オキサリルで塩素化することができる
。クロロピリミジンを、水素及びパラジウム炭素触媒を用いて還元して、対応するピリミ
ジンを得ることができる。次いで水素化ジイソブチルアルミニウム（ＤＩＢＡＬ－Ｈ）を
用いて、エステルをアルデヒドに還元することができ、その後、それをグリニャール試薬
（Ｒ２ＭｇＢｒ）でアルキル化することができる。得られたアルコールを、塩化チオニル
を用いて塩素化することができ、次いで、アルキルチオールのナトリウム塩によるハロゲ
ン化物の求核置換によって、所望のスルフィドを得る。
スキームＨ
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【化１０】

【実施例】
【００３０】
　これらの実施例は例示を目的とするものであり、本明細書に開示される本発明をこれら
の実施例に開示される実施形態のみに限定するものとして解釈されるべきではない。
【００３１】
実施例Ｉ：［１－（２－クロロピリミジン－５－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ
４－スルファニリデンシアナミド（１）の調製
【化１１】

【化１２】

　２－クロロ－５－エチルピリミジン（１．１５ｇ、８．１ｍｍｏｌ）の四塩化炭素２０
ｍｌ溶液を、Ｎ－ブロモスクシンイミド（１．５０ｇ、８．４ｍｍｏｌ）及び触媒量（反
応物に対して約１モルパーセント）の過酸化ベンゾイルで処理し、その後、７５℃に加熱
した。さらに触媒を加え、数時間後、出発材料は完全に消費された。固体を除去し、濾液
を濃縮した。得られた残留物をさらに、溶離液として酢酸エチル（ＥｔＯＡｃ）と石油エ
ーテルの混合物を用い、シリカゲルのフラッシュカラムクロマトグラフィで精製した。溶
媒を減圧下で除去して、透明な液体として０．６４ｇ（３６％）の５－（１－ブロモエチ
ル）－２－クロロピリミジン（Ａ）を得た：１Ｈ　ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３）δ８．７０（ｓ
，２Ｈ），５．１５（ｑ，Ｊ＝８．０Ｈｚ，１Ｈ），２．１０（ｄ，Ｊ＝８．０Ｈｚ，３
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Ｈ）；ＧＣＭＳ（ＦＩＤ）ｍ／ｚ２２２（Ｍ＋）。いくらかの対応するジブロモ化合物０
．４４ｇ（１８％）も白色固体として単離された：ｍｐ８４～８５℃；１Ｈ　ＮＭＲ（Ｃ
ＤＣｌ３）ｄ９．００（ｓ，２Ｈ），３．００（ｓ，３Ｈ）；ＬＣ－ＭＳ（ＥＳＩＭＳ）
ｍ／ｚ２９８（Ｍ＋Ｈ）。
【化１３】

【００３２】
　ナトリウムメチルチオラート（２４５ｍｇ、３．５０ｍｍｏｌ）のエタノール懸濁液を
室温で、５－（１－ブロモエチル）－２－クロロピリミジンのエタノール溶液で処理した
。５時間後、反応物をＣＨ２Ｃｌ２と希塩酸に分配し、飽和塩水で洗浄し、硫酸ナトリウ
ム（Ｎａ２ＳＯ４）で脱水した。溶媒を減圧下で除去して、淡黄色のシロップとして０．
４５ｇ（８９％）の２－クロロ－５－［１－（メチルチオ）エチル］ピリミジン（Ｂ）を
得た：１Ｈ　ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３）δ８．６０（ｓ，２Ｈ），３．８５（ｑ，Ｊ＝８．０
Ｈｚ，１Ｈ），１．９８（ｓ，３Ｈ），１．６５（ｄ，Ｊ＝８．０Ｈｚ，３Ｈ）；ＧＣ－
ＭＳ（ＦＩＤ）ｍ／ｚ１８８（Ｍ＋）。
【化１４】

【００３３】
　２－クロロ－５－［１－（メチルチオ）エチル］ピリミジン（０．４９ｇ、２．６１ｍ
ｍｏｌ）及びシアナミド（１２０ｍｇ、２．８６ｍｍｏｌ）のＣＨ２Ｃｌ２２０ｍＬ溶液
を０℃に冷却し、ヨードベンゼンジアセタート（８６０ｍｇ、２．５９ｍｍｏｌ）で処理
した。混合物を１時間かけて室温に温め、溶媒を減圧下で除去し、残留物をヘキサンとア
セトニトリルに分配した。アセトニトリルを減圧下で除去し、残留物をさらに、溶離液と
してアセトンと石油エーテルの５０％混合物を用い、シリカゲルのフラッシュカラムクロ
マトグラフィで精製した。溶媒を減圧下で除去して、淡いオレンジ色のシロップとして０
．４４ｇ（７４％）の（１Ｅ）－［１－（２－クロロピリミジン－５－イル）エチル］（
メチル）－λ４－スルファニリデンシアナミド（Ｃ）を得た。この物質はジアステレオマ
ーの２：１混合物であった。主なジアステレオマーの物理特性は次のとおりであった：１

Ｈ　ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３）δ８．６８（ｓ，２Ｈ），４．３８（ｑ，Ｊ＝８．３Ｈｚ，１
Ｈ），２．６８（ｓ，３Ｈ），１．９２（ｄ，Ｊ＝８．３Ｈｚ，３Ｈ）；ＬＣ－ＭＳ（Ｅ
ＳＩ）ｍ／ｚ２２９（Ｍ＋Ｈ）。

【化１５】

【００３４】
　水（Ｈ２Ｏ）とＣＨ２Ｃｌ２の１：１混合物１０ｍＬ中、過ヨウ素酸ナトリウム（４５
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８ｍｇ、２．１４ｍｍｏｌ）の迅速に攪拌している混合物を、塩化ルテニウム（ＩＩＩ）
水和物（１３ｍｇ、０．０６ｍｍｏｌ）で最初に処理し、次いで（１Ｅ）－［１－（２－
クロロピリミジン－５－イル）エチル］（メチル）－λ４－スルファニリデンシアナミド
（２４２ｍｇ、１．０６ｍｍｏｌ）のＣＨ２Ｃｌ２７ｍＬ溶液を１５分間かけて滴加した
。混合物を室温で１８時間攪拌した。その後、暗色混合物をＣＨ２Ｃｌ２と希塩酸に分配
し、有機層をＮａ２ＳＯ４で脱水した。溶媒を減圧下で除去し、残留物をアセトンに溶解
し、アルミナプラグに通した。アセトンを減圧下で除去して、透明のシロップとして１２
２ｍｇ（５０％）の［１－（２－クロロピリミジン－５－イル）エチル］（メチル）オキ
シド－λ４－スルファニリデンシアナミド（１）を得た。この物質はジアステレオマーの
２：１混合物であった。主なジアステレオマーの物理特性は次のとおりであった：１Ｈ　
ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３）δ８．６８（ｓ，２Ｈ），４．５２（ｑ，Ｊ＝９Ｈｚ，１Ｈ），３
．１０（ｓ，３Ｈ），１．９５（ｄ，Ｊ＝９Ｈｚ，３Ｈ）；ＬＣ－ＭＳ（ＥＳＩ）ｍ／ｚ
２４５（Ｍ＋Ｈ）。
【００３５】
実施例ＩＩ：［（３－クロロピリダジン－６－イル）メチル］（メチル）オキシド－λ４

－スルファニリデンシアナミド（２）の調製
【化１６】

【化１７】

　クロロホルム（７５ｍＬ）中の３－クロロ－６－メチルピリダジン（５．０ｇ、３９ｍ
ｍｏｌ）還流溶液に、トリクロロイソシアヌル酸（３．６ｇ、１６ｍｍｏｌ）を少しずつ
添加した。溶液を一晩還流させ、その後、粗反応混合物を濾過し、１Ｍ水酸化ナトリウム
（ＮａＯＨ）で洗浄し、有機相を硫酸マグネシウムで脱水した。粗生成物を減圧下で濃縮
し、シリカゲルクロマトグラフィで精製して、黄色の油として３－クロロ－６－クロロメ
チル－ピリダジン（Ｄ）を得たが、これは静置により褐色の固体＝２．９ｇ（４６％）と
なった。
【化１８】

【００３６】
　実施例Ｉに示した合成手順を用い、３－クロロ－６－クロロメチル－ピリダジン（Ｄ）
から［（３－クロロピリダジン－６－イル）メチル］（メチル）オキシド－λ４－スルフ
ァニリデンシアナミド（２）を合成した。所望の生成物を黄色の固体として単離した：１
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．５Ｈｚ，１Ｈ）４．８（ｍ，２Ｈ），２．８（ｓ，３Ｈ）；ＬＣ－ＭＳ（ＥＳＩ）ｍ／
ｚ２３０（Ｍ＋）。
【００３７】
実施例ＩＩＩ：メチル（オキシド）｛１－［２－（トリフルオロメチル）ピリミジン－５
－イル］エチル｝－λ４－スルファニリデンシアナミド（３）の調製
【化１９】

【化２０】

　磁気的に攪拌したメチルグリニャール（エーテル（Ｅｔ２Ｏ）中３Ｍ溶液１９．９ｍＬ
、５９．７ｍｍｏｌ）のＥｔ２Ｏ（１６７ｍＬ）溶液に、０℃で２－トリフルオロメチル
ピリミジン－５－カルバルデヒド＊（９．５６ｇ、５４．３ｍｍｏｌ）のＥｔ２Ｏ（５０
ｍＬ）溶液を添加し、得られた淡黄色の溶液を室温（ＲＴ）に温め、２．５時間攪拌した
。０℃で塩化アンモニウム（ＮＨ４Ｃｌ）飽和水溶液（５０ｍＬ）を添加して、反応をク
エンチし、混合物を室温に温めた。相を分離し、有機相をＮａ２ＳＯ４で脱水し、濾過し
、濃縮して、薄黄色の油を得た（９．３２ｇ粗製）。この油をフラッシュクロマトグラフ
ィ（３３０ｇＳｉＯ２、０→１００％ ＥｔＯＡｃ／ヘキサン勾配）で精製して、薄黄色
の固体として１－（２－トリフルオロメチルピリミジン－５－イル）エタノール（Ｅ）（
８．８７ｇ、８５％）を得た：ｍｐ４３～４５℃；１Ｈ　ＮＭＲ（３００ＭＨｚ，ＣＤＣ
ｌ３）δ８．９２（ｓ，２Ｈ），５．１５－５．０７（ｍ，１Ｈ），２．２６（ｄ，Ｊ＝
４．０Ｈｚ，１Ｈ），１．６２（ｄ，Ｊ＝６．５Ｈｚ，３Ｈ）；ＭＳ（ＥＩ）ｍ／ｚ１９
２（Ｍ）＋。
【００３８】
　＊２－トリフルオロメチルピリミジン－５－カルバルデヒドは、文献で公知の方法によ
って４つのステップで調製できる。
【００３９】
　１）Fenwick, A. E.; Hickey, D. M. B.; Ife, R. J.; Leach, C. A.; Pinto, I. L.; 
Smith, S. A. (SmithKline Beecham PLC, UK). WO200066567, November 9, 2000.
【００４０】
　２）Hickey, D. M. B.; Ife, R. J.; Leach, C. A.; Smith, S. A. (SmithKline Beech
am PLC, UK). WO200066566, November 9, 2000.
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【化２１】

【００４１】
　Ａ）磁気的に攪拌した１－（２－トリフルオロメチルピリミジン－５－イル）エタノー
ル（Ｅ；５．００ｇ、２６．０ｍｍｏｌ）の無水アセトニトリル（１７ｍＬ）溶液に、０
℃で塩化チオニル（３．８７ｇ、３２．５ｍｍｏｌ）を添加した。氷浴を取り除き、得ら
れた薄黄色の溶液を１時間攪拌した。反応をＧＣ－ＭＳで分析し、出発材料（ＳＭ）から
所望の５－（１－クロロエチル）－２－トリフルオロメチルピリミジン中間体への完全な
転化を確認した（（ＥＩ）ｍ／ｚ２１０（Ｍ）＋）。溶媒及び過剰の塩化チオニルをロー
タリエバポレータで除去し、残留する琥珀色の油を無水アセトニトリル（２０ｍＬ）に溶
解し、さらに精製することなく用いた。
【００４２】
　Ｂ）５－（１－クロロエチル）－２－トリフルオロメチルピリミジン（Ｆ）の溶液を０
℃に冷却し、ナトリウムチオメトキシド（２．９６ｇ、４２．３ｍｍｏｌ）を５分間（分
）かけて少しずつ（３×０．９９ｇ）添加した。氷浴を取り除き、得られたオレンジ色の
混合物を室温に温め、１時間攪拌した。反応物を塩水（１００ｍＬ）で希釈し、Ｅｔ２Ｏ
（３×１５０ｍＬ）で抽出した。有機抽出物を合わせ、Ｎａ２ＳＯ４で脱水し、濾過し、
濃縮して、琥珀色の油を得た（５．２１ｇ粗製）。この油をフラッシュクロマトグラフィ
（３３０ｇＳｉＯ２、０→１００％ ＥｔＯＡｃ／ヘキサン勾配）で精製して、黄色の油
として５－（１－メチルスルホニルエチル）－２－トリフルオロメチルピリミジン（Ｇ；
４．１６ｇ、７２％）を得た：１Ｈ　ＮＭＲ（３００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ３）δ８．８６（
ｓ，２Ｈ），３．９２（ｑ，Ｊ＝７．３，１Ｈ），１．９８（ｓ，３Ｈ），１．６８（ｄ
，Ｊ＝７．２，３Ｈ）；ＭＳ（ＥＩ）ｍ／ｚ２２２（Ｍ）＋。

【化２２】

【００４３】
　Ａ）磁気的に攪拌した５－（１－メチルスルホニルエチル）－２－トリフルオロメチル
ピリミジン（Ｇ；０．５０ｇ、２．６０ｍｍｏｌ）及びシアナミド（０．１１４ｇ、２．
７３ｍｍｏｌ）の無水アセトニトリル（５．２ｍＬ）溶液に、窒素（Ｎ２）下、０℃でヨ
ードベンゼンジアセタート（０．９２４ｇ、２．８７ｍｍｏｌ）を添加した。氷浴を取り
除き、淡黄色の混合物を室温に温め、得られたオレンジ色の溶液を１６時間攪拌した。反
応をＬＣ－ＭＳで分析して、メチル｛１－［２－（トリフルオロメチル）ピリミジン－５
－イル］エチル｝－λ４－スルファニリデンシアナミド（Ｈ）の形成を確認した（（ＥＳ
Ｉ）ｍ／ｚ２６３［Ｍ＋Ｈ］＋，２６１［Ｍ－Ｈ］－）。この溶液をヘキサン（５×１０
ｍＬ）で洗浄し、アセトニトリルをロータリエバポレータで除去して、オレンジ色の油を
得て、それをＣＨ２Ｃｌ２（２６ｍＬ）に溶解し、さらに精製することなく用いた。
【００４４】
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ル］エチル｝－λ４－スルファニリデンシアナミド（Ｈ；０．６８ｇ、２．６０ｍｍｏｌ
）のＣＨ２Ｃｌ２（２６ｍＬ）溶液に、過マンガン酸ナトリウム水溶液（ＮａＭｎＯ４）
（４０％０．９２ｇ、２．６０ｍｍｏｌ）を０℃でゆっくりと添加した。氷浴を取り除き
、得られた暗色混合物を室温に温め、１．５時間攪拌した。反応物を亜硫酸水素ナトリウ
ム水溶液で洗浄し、全混合物を濾過した。相を分離し、水相をＣＨ２Ｃｌ２（２×２５ｍ
Ｌ）で抽出した。有機相を合わせ、塩水（２５ｍＬ）で洗浄し、Ｎａ２ＳＯ４で脱水し、
濾過し、濃縮して、白色の糊状残留物を得た（０．５１７ｇ粗製）。この粗材料をフラッ
シュクロマトグラフィ（８０ｇＳｉＯ２、０→１００％アセトン／ヘキサン勾配）で精製
して、無色のロウ状固体としてメチル（オキシド）｛１－［２－（トリフルオロメチル）
ピリミジン－５－イル］エチル｝－λ４－スルファニリデンシアナミド（Ｉ；０．３３ｇ
、４６％）のジアステレオマーの１：１混合物を得た：１Ｈ　ＮＭＲ（３００ＭＨｚ，Ｃ
ＤＣｌ３）δ９．２０（ｄ，Ｊ＝１．３Ｈｚ，２Ｈ），５．４０（ｑ，Ｊ＝７．１Ｈｚ，
０．５Ｈ），５．３８（ｑ，Ｊ＝７．１Ｈｚ，０．５Ｈ），３．５４（ｓ，１．５Ｈ），
３．５３（ｓ，１．５Ｈ），１．９２（ｄ，Ｊ＝７．１Ｈｚ，１．５Ｈ），１．９１（ｄ
，Ｊ＝７．０Ｈｚ，１．５Ｈ）；ＭＳ（ＥＳＩＭＳ）ｍ／ｚ２７９［Ｍ＋Ｈ］＋，ｍ／ｚ
２７７［Ｍ－Ｈ］－。
【００４５】
実施例ＩＶ．殺虫試験
　前述の実施例で同定された化合物を、以下に記載の手順を用いて、ワタアブラムシに対
して試験した。
【００４６】
葉面散布アッセイにおけるワタアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）の殺虫試験
　十分に広がった子葉を有するカボチャの苗木を、植物体当たり１つの子葉になるように
剪定し、化学物質適用の１日前にワタアブラムシ（無翅成虫及び若虫）を寄生させた。化
学物質適用前に、各植物体を検査して均一な寄生を確保した（植物体当たりアブラムシ約
３０～７０匹）。化合物（２ｍｇ）をアセトン／メタノール（１：１）溶媒２ｍｌに溶解
し、１０００ｐｐｍのストック溶液を形成した。このストック溶液を、Ｈ２Ｏ中０．０２
５％Ｔｗｅｅｎ２０で５倍に希釈して、２００ｐｐｍの溶液を得た。手持ち式Ｄｅｖｉｌ
ｂｉｓｓ吸引型散布器を用いて、カボチャ子葉の両面に流出するまで散布溶液を適用した
。各化合物に関して４つの植物体（４重複試験）を用いた。参照植物体（溶媒検査）は希
釈剤のみを散布した。処理した植物体を、約２３℃及び相対湿度（ＲＨ）４０％で３日間
保持室に保持した後、各植物体の生存アブラムシ数を記録した。Ａｂｂｏｔｔの補正式を
用いて、殺虫活性を補正防除率％によって測定し、表１－活性に示した。
補正防除率％＝１００＊（Ｘ－Ｙ）／Ｘ
式中、Ｘ＝溶媒検査植物体の生存アブラムシ数
Ｙ＝処理植物体の生存アブラムシ数
【００４７】
　結果を表１に示す。
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【表１】

【００４８】
　表１のそれぞれの場合において、評価尺度は以下のとおりである。
【表２】

【００４９】
酸及び塩誘導体、並びに溶媒和物
　本発明において開示される化合物は、殺虫剤として許容される酸付加塩の形態であるこ
とができる。
【００５０】
　非限定的な例として、アミン官能基は、塩酸、臭化水素酸、硫酸、リン酸、酢酸、安息
香酸、クエン酸、マロン酸、サリチル酸、リンゴ酸、フマル酸、シュウ酸、コハク酸、酒
石酸、乳酸、グルコン酸、アスコルビン酸、マレイン酸、アスパラギン酸、ベンゼンスル
ホン酸、メタンスルホン酸、エタンスルホン酸、ヒドロキシメタンスルホン酸、及びヒド
ロキシエタンスルホン酸と塩を形成することができる。
【００５１】
　さらに、非限定的な例として、酸官能基は、アルカリ又はアルカリ土類金属に由来する
もの、並びにアンモニア及びアミンに由来するものを含む塩を形成することができる。好
ましいカチオンの例としては、ナトリウム、カリウム、マグネシウム、及びアミニウムカ
チオンが含まれる。
【００５２】
　塩は、遊離塩基形態を十分な量の所望の酸と接触させて、塩を生成することによって調
製される。遊離塩基形態は、塩を適切な希釈塩基水溶液、例えばＮａＯＨ、炭酸カリウム
、アンモニア、及び炭酸水素ナトリウム希釈水溶液で処理することによって、再生するこ
とができる。例として、多くの場合、殺虫剤はより水溶性の形態に改質されており、例え
ば２，４－ジクロロフェノキシ酢酸ジメチルアミン塩は、周知の除草剤である２，４－ジ
クロロフェノキシ酢酸のより水溶性の形態である。
【００５３】
　本発明に開示される化合物は、複合体を形成していない溶媒分子を化合物から除去した
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後も無傷のままである溶媒分子との安定な複合体を形成することもできる。このような複
合体は、しばしば「溶媒和物」と称される。
【００５４】
立体異性体
　本発明に開示されるある種の化合物は、１つ又はそれ以上の立体異性体として存在でき
る。種々の立体異性体には、幾何異性体、ジアステレオマー、及びエナンチオマーが含ま
れる。したがって、本発明に開示される化合物には、ラセミ混合物、個々の立体異性体、
及び光学活性混合物が含まれる。１つの立体異性体が他の立体異性体より活性であり得る
ことを当業者は理解するであろう。個々の立体異性体及び光学活性混合物は、選択的合成
手順によって、又は分割された出発材料を用いる通常の合成手順によって、又は通常の分
割手順によって得ることができる。
【００５５】
害虫
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、害虫を防除するために用いる
ことができる。
【００５６】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、線形動物門の害虫を防除する
ために用いることができる。
【００５７】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、節足動物門の害虫を防除する
ために用いることができる。
【００５８】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、鋏角亜門の害虫を防除するた
めに用いることができる。
【００５９】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、クモ綱の害虫を防除するため
に用いることができる。
【００６０】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、多足亜門の害虫を防除するた
めに用いることができる。
【００６１】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、コムカデ綱の害虫を防除する
ために用いることができる。
【００６２】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、六脚亜門の害虫を防除するた
めに用いることができる。
【００６３】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、昆虫綱の害虫を防除するため
に用いることができる。
【００６４】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、甲虫目（甲虫）を防除するた
めに用いることができる。これらの害虫の非包括的なリストには、これに限定されるもの
ではないが、Ａｃａｎｔｈｏｓｃｅｌｉｄｅｓ　ｓｐｐ．（ゾウムシ）、Ａｃａｎｔｈｏ
ｓｃｅｌｉｄｅｓ　ｏｂｔｅｃｔｕｓ（インゲンマメゾウムシ）、Ａｇｒｉｌｕｓ　ｐｌ
ａｎｉｐｅｎｎｉｓ（アオナガタマムシ）、Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ．（ハリガネムシ
）、Ａｎｏｐｌｏｐｈｏｒａ　ｇｌａｂｒｉｐｅｎｎｉｓ（ツヤハダゴマダラカミキリ）
、Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｓｐｐ．（ゾウムシ）、Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｇｒａｎｄｉ
ｓ（ワタミハナゾウムシ）、Ａｐｈｉｄｉｕｓ　ｓｐｐ．、Ａｐｉｏｎ　ｓｐｐ．（ゾウ
ムシ）、Ａｐｏｇｏｎｉａ　ｓｐｐ．（ジムシ）、Ａｔａｅｎｉｕｓ　ｓｐｒｅｔｕｌｕ
ｓ(ブラック・ターグラス・アテニウス（Black Turgrass Ataenius）)、Ａｔｏｍａｒｉ
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ａ　ｌｉｎｅａｒｉｓ（ピグミー・マンゴールド・ビートル（pygmy mangold beetle））
、Ａｕｌａｃｏｐｈｏｒｅ　ｓｐｐ．、Ｂｏｔｈｙｎｏｄｅｒｅｓ　ｐｕｎｃｔｉｖｅｎ
ｔｒｉｓ（ビート・ルート・ウィービル（beet root weevil））、Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｓｐ
ｐ．（ゾウムシ）、Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｐｉｓｏｒｕｍ（マメゾウムシ）、Ｃａｃｏｅｓｉ
ａ　ｓｐｐ．、Ｃａｌｌｏｓｏｂｒｕｃｈｕｓ　ｍａｃｕｌａｔｕｓ（ヨツモンマメゾウ
ムシ）、Ｃａｒｐｏｐｈｉｌｕｓ　ｈｅｍｉｐｔｅｒａｓ（クリヤケシキスイ）、Ｃａｓ
ｓｉｄａ　ｖｉｔｔａｔａ、Ｃｅｒｏｓｔｅｒｎａ　ｓｐｐ．、Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｓｐ
ｐ．（ハムシ）、Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｔｒｉｆｕｒｃａｔａ（ヒメキバネサルハムシ）、
Ｃｅｕｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．（ゾウムシ）、Ｃｅｕｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ａ
ｓｓｉｍｉｌｉｓ（キャベッジ・シードポッド・ウィービル（cabbage seedpod weevil）
）、Ｃｅｕｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｎａｐｉ（キャベツゾウムシ）、Ｃｈａｅｔｏｃｎｅ
ｍａ　ｓｐｐ．（ハムシ）、Ｃｏｌａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．（土壌甲虫）、Ｃｏｎｏｄｅｒ
ｕｓ　ｓｃａｌａｒｉｓ、Ｃｏｎｏｄｅｒｕｓ　ｓｔｉｇｍｏｓｕｓ、Ｃｏｎｏｔｒａｃ
ｈｅｌｕｓ　ｎｅｎｕｐｈａｒ（スモモゾウムシ）、Ｃｏｔｉｎｕｓ　ｎｉｔｉｄｉｓ（
アオコフキコガネ）、Ｃｒｉｏｃｅｒｉｓ　ａｓｐａｒａｇｉ（アスパラガスクビナガハ
ムシ）、Ｃｒｙｐｔｏｌｅｓｔｅｓ　ｆｅｒｒｕｇｉｎｅｕｓ（サビカクムネヒラタムシ
）、Ｃｒｙｐｔｏｌｅｓｔｅｓ　ｐｕｓｉｌｌｕｓ（カクムネヒラタムシ）、Ｃｒｙｐｔ
ｏｌｅｓｔｅｓ　ｔｕｒｃｉｃｕｓ（トルコカクムネヒラタムシ）、Ｃｔｅｎｉｃｅｒａ
　ｓｐｐ．（ハリガネムシ）、Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｓｐｐ．（ゾウムシ）、Ｃｙｃｌｏｃ
ｅｐｈａｌａ　ｓｐｐ．（ジムシ）、Ｃｙｌｉｎｄｒｏｃｐｔｕｒｕｓ　ａｄｓｐｅｒｓ
ｕｓ（サンフラワー・ステム・ウィービル（sunflower stem weevil））、Ｄｅｐｏｒａ
ｕｓ　ｍａｒｇｉｎａｔｕｓ（マンゴー・リーフカッティング・ウィービル（mango leaf
-cutting weevil））、Ｄｅｒｍｅｓｔｅｓ　ｌａｒｄａｒｉｕｓ（オビカツオブシムシ
）、Ｄｅｒｍｅｓｔｅｓ　ｍａｃｕｌａｔｅｓ（ハラジロカツオブシムシ）、Ｄｉａｂｒ
ｏｔｉｃａ　ｓｐｐ．（ハムシ）、Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｖａｒｉｖｅｓｔｉｓ（インゲ
ンテントウ）、Ｆａｕｓｔｉｎｕｓ　ｃｕｂａｅ、Ｈｙｌｏｂｉｕｓ　ｐａｌｅｓ（パレ
ス・ウィービル（pales weevil））、Ｈｙｐｅｒａ　ｓｐｐ．（ゾウムシ）、Ｈｙｐｅｒ
ａ　ｐｏｓｔｉｃａ（アルファルファタコゾウムシ）、Ｈｙｐｅｒｄｏｅｓ　ｓｐｐ．（
スズメノカタビラオサゾウムシ）、Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｈａｍｐｅｉ（コーヒー
・ベリー・ビートル（coffee berry beetle））、Ｉｐｓ　ｓｐｐ．（キクイムシ）、Ｌ
ａｓｉｏｄｅｒｍａ　ｓｅｒｒｉｃｏｒｎｅ（タバコシバンムシ）、Ｌｅｐｔｉｎｏｔａ
ｒｓａ　ｄｅｃｅｍｌｉｎｅａｔａ（コロラドハムシ）、Ｌｉｏｇｅｎｙｓ　ｆｕｓｃｕ
ｓ、Ｌｉｏｇｅｎｙｓ　ｓｕｔｕｒａｌｉｓ、Ｌｉｓｓｏｒｈｏｐｔｒｕｓ　ｏｒｙｚｏ
ｐｈｉｌｕｓ（イネミズゾウムシ）、Ｌｙｃｔｕｓ　ｓｐｐ．（キクイムシ／ヒラタキク
イムシ）、Ｍａｅｃｏｌａｓｐｉｓ　ｊｏｌｉｖｅｔｉ、Ｍｅｇａｓｃｅｌｉｓ　ｓｐｐ
．、Ｍｅｌａｎｏｔｕｓ　ｃｏｍｍｕｎｉｓ、Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅｓ　ｓｐｐ．、Ｍｅｌ
ｉｇｅｔｈｅｓ　ａｅｎｅｕｓ（ブロッサム・ビートル（blossom beetle））、Ｍｅｌｏ
ｌｏｎｔｈａ　ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ（ヨーロッパコフキコガネ）、Ｏｂｅｒｅａ　ｂｒ
ｅｖｉｓ、Ｏｂｅｒｅａ　ｌｉｎｅａｒｉｓ、Ｏｒｙｃｔｅｓ　ｒｈｉｎｏｃｅｒｏｓ（
ナツメヤシビートル）、Ｏｒｙｚａｅｐｈｉｌｕｓ　ｍｅｒｃａｔｏｒ（オオメノコギリ
ヒラタムシ）、Ｏｒｙｚａｅｐｈｉｌｕｓ　ｓｕｒｉｎａｍｅｎｓｉｓ（ノコギリヒラタ
ムシ）、Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．（ゾウムシ）、Ｏｕｌｅｍａ　ｍｅｌａｎ
ｏｐｕｓ（シリアル・リーフ・ビートル（cereal leaf beetle））、Ｏｕｌｅｍａ　ｏｒ
ｙｚａｅ、Ｐａｎｔｏｍｏｒｕｓ　ｓｐｐ．（ゾウムシ）、Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｓ
ｐｐ．（コガネムシ）、Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｃｕｙａｂａｎａ、Ｐｈｙｌｌｏｔｒ
ｅｔａ　ｓｐｐ．（ハムシ）、Ｐｈｙｎｃｈｉｔｅｓ　ｓｐｐ．、Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｊ
ａｐｏｎｉｃａ（マメコガネ）、Ｐｒｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ　ｔｒｕｎｃａｔｅｓ（オオ
コナナガシンクイムシ）、Ｒｈｉｚｏｐｅｒｔｈａ　ｄｏｍｉｎｉｃａ（コナナガシンク
イムシ）、Ｒｈｉｚｏｔｒｏｇｕｓ　ｓｐｐ．（ヨーロッパコガネムシ）、Ｒｈｙｎｃｈ
ｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．（ゾウムシ）、Ｓｃｏｌｙｔｕｓ　ｓｐｐ．（キクイムシ）、
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Ｓｈｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．（オサゾウムシ）、Ｓｉｔｏｎａ　ｌｉｎｅａｔｕｓ
（アカアシチビコフキゾウムシ）、Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．（コクゾウムシ）、
Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｇｒａｎａｒｉｅｓ（グラナリアコクゾウムシ）、Ｓｉｔｏｐｈ
ｉｌｕｓ　ｏｒｙｚａｅ（イネゾウムシ）、Ｓｔｅｇｏｂｉｕｍ　ｐａｎｉｃｅｕｍ（ジ
ンサンシバンムシ）、Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｓｐｐ．（コクヌストモドキ）、Ｔｒｉｂｏ
ｌｉｕｍ　ｃａｓｔａｎｅｕｍ（コクヌストモドキ）、Ｔｒｉｂｏｌｉｍ　ｃｏｎｆｕｓ
ｕｍ（ヒラタコクヌストモドキ）、Ｔｒｏｇｏｄｅｒｍａ　ｖａｒｉａｂｉｌｅ（キマダ
ラカツオブシムシ）、及びＺａｂｒｕｓ　ｔｅｎｅｂｉｏｉｄｅｓが含まれる。
【００６５】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、革翅目（ハサミムシ）を防除
するために用いることができる。
【００６６】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、網翅目（ゴキブリ）を防除す
るために用いることができる。これらの害虫の非包括的なリストには、これに限定される
ものではないが、Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ（チャバネゴキブリ）、Ｂｌ
ａｔｔａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ（トウヨウゴキブリ）、Ｐａｒｃｏｂｌａｔｔａ　ｐｅ
ｎｎｙｌｖａｎｉｃａ、Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａｍｅｒｉｃａｎａ（ワモンゴキブリ
）、Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａｕｓｔｒａｌｏａｓｉａｅ（コワモンゴキブリ）、Ｐｅ
ｒｉｐｌａｎｅｔａ　ｂｒｕｎｎｅａ（トビイロゴキブリ）、Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　
ｆｕｌｉｇｉｎｏｓａ（クロゴキブリ）、Ｐｙｎｃｏｓｅｌｕｓ　ｓｕｎｉｎａｍｅｎｓ
ｉｓ（オガサワラゴキブリ）、及びＳｕｐｅｌｌａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐａ（チャオビゴ
キブリ）が含まれる。
【００６７】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、双翅目（ハエ）を防除するた
めに用いることができる。これらの害虫の非包括的なリストには、これに限定されるもの
ではないが、Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．（カ）、Ａｇｒｏｍｙｚａ　ｆｒｏｎｔｅｌｌａ（ア
ルファルファ・ブロッチ・リーフマイナー（alfalfa blotch leafminer））、Ａｇｒｏｍ
ｙｚａ　ｓｐｐ．（ハモグリバエ）、Ａｎａｓｔｒｅｐｈａ　ｓｐｐ．（ミバエ）、Ａｎ
ａｓｔｒｅｐｈａ　ｓｕｓｐｅｎｓｅ（カリブミバエ）、Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｐｐ．
（カ）、Ｂａｔｒｏｃｅｒａ　ｓｐｐ．（ミバエ）、Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｃｕｃｕｒ
ｂｉｔａｅ（ウリミバエ）、Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｄｏｒｓａｌｉｓ（ミカンコミバエ
）、Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　ｓｐｐ．（ミバエ）、Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　ｃａｐｉｔａｔａ
（チチュウカイミバエ）、Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ｓｐｐ．（メクラアブ）、Ｃｏｃｈｌｉｏ
ｍｙｉａ　ｓｐｐ．（ラセンウジバエ）、Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｓｐｐ．（タマバエ）
、Ｃｕｌｅｘ　ｓｐｐ．（カ）、Ｄａｓｉｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．（タマバエ）、Ｄａｓｉ
ｎｅｕｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ（キャベツタマバエ）、Ｄｅｌｉａ　ｓｐｐ．、Ｄｅｌ
ｉａ　ｐｌａｔｕｒａ（タネバエ）、Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ　ｓｐｐ．（ショウジョウバ
エ）、Ｆａｎｎｉａ　ｓｐｐ．（オブツバエ）、Ｆａｎｎｉａ　ｃａｎｉｃｕｌａｒｉｓ
（ヒメイエバエ）、Ｆａｎｎｉａ　ｓｃａｌａｒｉｓ（ベンジョバエ）、Ｇａｓｔｅｒｏ
ｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｔｅｓｔｉｎａｌｉｓ（ウマバエ）、Ｇｒａｃｉｌｌｉａ　ｐｅｒｓ
ｅａｅ、Ｈａｅｍａｔｏｂｉａ　ｉｒｒｉｔａｎｓ（ノサシバエ）、Ｈｙｌｅｍｙｉａ　
ｓｐｐ．（ネクイムシ）、Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｌｉｎｅａｔｕｍ（キスジウシバエ）、
Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．（ハモグリバエ）、Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｂｒａｓｓｉｃ
ａ（マメハモグリバエ）、Ｍｅｌｏｐｈａｇｕｓ　ｏｖｉｎｕｓ（ヒツジシラミバエ）、
Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．（イエバエ）、Ｍｕｓｃａ　ａｕｔｕｍｎａｌｉｓ（イエバエ（fa
ce fly））、Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ（イエバエ）、Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｏｖｉｓ
（ヒツジバエ）、Ｏｓｃｉｎｅｌｌａ　ｆｒｉｔ（キモグリバエ）、Ｐｅｇｏｍｙｉａ　
ｂｅｔａｅ（ビートリーフマイナー（beet leafminer））、Ｐｈｏｒｂｉａ　ｓｐｐ．、
Ｐｓｉｌａ　ｒｏｓａｅ（キャロット・ラスト・フライ（carrot rust fly））、Ｒｈａ
ｇｏｌｅｔｉｓ　ｃｅｒａｓｉ（オウトウミバエ）、Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｐｏｍｏｎ



(22) JP 5346084 B2 2013.11.20

10

20

30

40

50

ｅｌｌａ（リンゴミバエ）、Ｓｉｔｏｄｉｐｌｏｓｉｓ　ｍｏｓｅｌｌａｎａ（ムギアカ
タマバエ）、Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｃａｌｃｉｔｒａｎｓ（サシバエ）、Ｔａｂａｎｕｓ　
ｓｐｐ．（ウマバエ）、及びＴｉｐｕｌａ　ｓｐｐ．（ガガンボ）が含まれる。
【００６８】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、半翅目（カメムシ（true bug
））を防除するために用いることができる。これらの害虫の非包括的なリストには、これ
に限定されるものではないが、Ａｃｒｏｓｔｅｒｎｕｍ　ｈｉｌａｒｅ（アオクサカメム
シ）、Ｂｌｉｓｓｕｓ　ｌｅｕｃｏｐｔｅｒｕｓ（トコジラミ）、Ｃａｌｏｃｏｒｉｓ　
ｎｏｒｖｅｇｉｃｕｓ（ポテト・ミリド（potato mirid））、Ｃｉｍｅｘ　ｈｅｍｉｐｔ
ｅｒｕｓ（ネッタイトコジラミ）、Ｃｉｍｅｘ　ｌｅｃｔｕｌａｒｉｕｓ（トコジラミ）
、Ｄａｇｂｅｒｔｕｓ　ｆａｓｃｉａｔｕｓ、Ｄｉｃｈｅｌｏｐｓ　ｆｕｒｃａｔｕｓ、
Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ　ｓｕｔｕｒｅｌｌｕｓ（コットンステイナー（cotton stainer）、
Ｅｄｅｓｓａ　ｍｅｄｉｔａｂｕｎｄａ、Ｅｕｒｙｇａｓｔｅｒ　ｍａｕｒａ（シリアル
バグ（cereal bug））、Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓ、Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｓ
ｅｒｖｕｓ（クサギカメムシ）、Ｈｅｌｏｐｅｌｔｉｓ　ａｎｔｏｎｉｉ、Ｈｅｌｏｐｅ
ｌｔｉｓ　ｔｈｅｉｖｏｒａ（ティー・ブライト・プラントバグ（tea blight plantbug
））、Ｌａｇｙｎｏｔｏｍｕｓ　ｓｐｐ．（カメムシ）、Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｏｒ
ａｔｏｒｉｕｓ、Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｖａｒｉｃｏｒｎｉｓ、Ｌｙｇｕｓ　ｓｐｐ
．（カスミカメムシ）、Ｌｙｇｕｓ　ｈｅｓｐｅｒｕｓ（サビイロカスミカメ）、Ｍａｃ
ｏｎｅｌｌｉｃｏｃｃｕｓ　ｈｉｒｓｕｔｕｓ、Ｎｅｕｒｏｃｏｌｐｕｓ　ｌｏｎｇｉｒ
ｏｓｔｒｉｓ、Ｎｅｚａｒａ　ｖｉｒｉｄｕｌａ（ミナミアオカメムシ）、Ｐｈｙｔｏｃ
ｏｒｉｓ　ｓｐｐ．（カスミカメムシ）、Ｐｈｙｔｏｃｏｒｉｓ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃ
ｕｓ、Ｐｈｙｔｏｃｏｒｉｓ　ｒｅｌａｔｉｖｕｓ、Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ　ｇｕｉｌｄ
ｉｎｇｉ、Ｐｏｅｃｉｌｏｃａｐｓｕｓ　ｌｉｎｅａｔｕｓ（フォーラインド・プラント
・バグ（fourlined plant bug））、Ｐｓａｌｌｕｓ　ｖａｃｃｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｓｅ
ｕｄａｃｙｓｔａ　ｐｅｒｓｅａｅ、Ｓｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｃａｓｔａｎｅａ、及び
Ｔｒｉａｔｏｍａ　ｓｐｐ．（吸血サシガメ／サシガメ）が含まれる。
【００６９】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、同翅目（アブラムシ、カイガ
ラムシ、コナジラミ、ヨコバイ）を防除するために用いることができる。これらの害虫の
非包括的なリストには、これに限定されるものではないが、Ａｃｒｙｔｈｏｓｉｐｈｏｎ
　ｐｉｓｕｍ（エンドウヒゲナガアブラムシ）、Ａｄｅｌｇｅｓ　ｓｐｐ．（カサアブラ
ムシ）、Ａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｐｒｏｌｅｔｅｌｌａ（タマナコナジラミ）、Ａｌｅｕｒ
ｏｄｉｃｕｓ　ｄｉｓｐｅｒｓｅｓ、Ａｌｅｕｒｏｔｈｒｉｘｕｓ　ｆｌｏｃｃｏｓｕｓ
（ワタコナジラミ）、Ａｌｕａｃａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．、Ａｍｒａｓｃａ　ｂｉｇｕｔｅ
ｌｌａ　ｂｉｇｕｔｅｌｌａ、Ａｐｈｒｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．（ヨコバイ）Ａｏｎｉｄ
ｉｅｌｌａ　ａｕｒａｎｔｉｉ（アカマルカイガラムシ）、Ａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．（アブ
ラムシ）、Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ（ワタアブラムシ）、Ａｐｈｉｓ　ｐｏｍｉ（
リンゴアブラムシ）、Ａｕｌａｃｏｒｔｈｕｍ　ｓｏｌａｎｉ（ジャガイモヒゲナガアブ
ラムシ）、Ｂｅｍｉｓｉａ　ｓｐｐ．（コナジラミ）、Ｂｅｍｉｓｉａ　ａｒｇｅｎｔｉ
ｆｏｌｉｉ、Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ（タバココナジラミ）、Ｂｒａｃｈｙｃｏｌ
ｕｓ　ｎｏｘｉｕｓ（ロシアアブラムシ（Russian aphid））、Ｂｒａｃｈｙｃｏｒｙｎ
ｅｌｌａ　ａｓｐａｒａｇｉ（アスパラガスアブラムシ（asparagus aphid））、Ｂｒｅ
ｖｅｎｎｉａ　ｒｅｈｉ、Ｂｒｅｖｉｃｏｒｙｎｅ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ（ダイコンアブ
ラムシ）、Ｃｅｒｏｐｌａｓｔｅｓ　ｓｐｐ．（カイガラムシ）、Ｃｅｒｏｐｌａｓｔｅ
ｓ　ｒｕｂｅｎｓ（ルビーロウカイガラムシ）、Ｃｈｉｏｎａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．（カイ
ガラムシ）、Ｃｈｒｙｓｏｍｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．（カイガラムシ）、Ｃｏｃｃｕｓ　
ｓｐｐ．（カイガラムシ）、Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｐｌａｎｔａｇｉｎｅａ（オオバコアブ
ラムシ）、Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．（ヨコバイ）、Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｌａｎｉｇｅ
ｒｕｍ（リンゴワタムシ）、Ｉｃｅｒｙａ　ｐｕｒｃｈａｓｉ（ワタフキカイガラムシ）
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、Ｉｄｉｏｓｃｏｐｕｓ　ｎｉｔｉｄｕｌｕｓ（マンゴーヨコバイ）、Ｌａｏｄｅｌｐｈ
ａｘ　ｓｔｒｉａｔｅｌｌｕｓ（ヒメトビウンカ）、Ｌｅｐｉｄｏｓａｐｈｅｓ　ｓｐｐ
．、Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．、Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｅｕｐｈｏｒｂｉａ
ｅ（ジャガイモヒゲナガアブラムシ）、Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｇｒａｎａｒｉｕｍ（
イングリッシュ・グレイン・アフィド（English grain aphid））、Ｍａｃｒｏｓｉｐｈ
ｕｍ　ｒｏｓａｅ（ローズアフィド（rose aphid））、Ｍａｃｒｏｓｔｅｌｅｓ　ｑｕａ
ｄｒｉｌｉｎｅａｔｕｓ（フタテンヨコバイ）、Ｍａｈａｎａｒｖａ　ｆｒｉｍｂｉｏｌ
ａｔａ、Ｍｅｔｏｐｏｌｏｐｈｉｕｍ　ｄｉｒｈｏｄｕｍ（ムギウスイロアブラムシ）、
Ｍｉｃｔｉｓ　ｌｏｎｇｉｃｏｒｎｉｓ、Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ（モモアカアブ
ラムシ）、Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｓｐｐ．（ヨコバイ）、Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　
ｃｉｎｃｔｉｐｅｓ（ツマグロヨコバイ）、Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ（ト
ビイロウンカ）、Ｐａｒｌａｔｏｒｉａ　ｐｅｒｇａｎｄｉｉ（チャフスケール（chaff 
scale））、Ｐａｒｌａｔｏｒｉａ　ｚｉｚｉｐｈｉ（エボニースケール（ebony scale）
）、Ｐｅｒｅｇｒｉｎｕｓ　ｍａｉｄｉｓ（コーンデルファシド（corn delphacid））、
Ｐｈｉｌａｅｎｕｓ　ｓｐｐ．（アワフキムシ）、Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｖｉｔｉｆｏ
ｌｉａｅ（ブドウネアブラムシ）、Ｐｈｙｓｏｋｅｒｍｅｓ　ｐｉｃｅａｅ（スプルース
・バド・スケール（spruce bud scale））、Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．（コナカ
イガラムシ）、Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．（コナカイガラムシ）、Ｐｓｅｕｄ
ｏｃｏｃｃｕｓ　ｂｒｅｖｉｐｅｓ（パイナップルコナカイガラムシ）、Ｑｕａｄｒａｓ
ｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｐｅｒｎｉｃｉｏｓｕｓ（サンホセカイガラムシ）、Ｒｈａｐａｌｏ
ｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．（アブラムシ）、Ｒｈａｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｍａｉｄａ（ト
ウモロコシアブラムシ）、Ｒｈａｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｐａｄｉ（ムギクビレアブラム
シ）、Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｓｐｐ．（カイガラムシ）、Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｏｌｅａ
ｅ（クロカイガラムシ）、Ｓｃｈｉｚａｐｈｉｓ　ｇｒａｍｉｎｕｍ（ムギミドリアブラ
ムシ）、Ｓｉｔｏｂｉｏｎ　ａｖｅｎａｅ（イングリッシュ・グレイン・アフィド（Engl
ish grain aphid））、Ｓｏｇａｔｅｌｌａ　ｆｕｒｃｉｆｅｒａ（セジロウンカ）、Ｔ
ｈｅｒｉｏａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．（アブラムシ）、Ｔｏｕｍｅｙｅｌｌａ　ｓｐｐ．（カ
イガラムシ）、Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．（アブラムシ）、Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅ
ｓ　ｓｐｐ．（コナジラミ）、Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｖａｐｏｒａｒｉｏｒｕｍ（
オンシツコナジラミ）、Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ａｂｕｔｉｌｏｎｅｕｓ（バンデッ
ドウイングホワイトフライ（bandedwing whitefly））、Ｕｎａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．（カ
イガラムシ）、Ｕｎａｓｐｉｓ　ｙａｎｏｎｅｎｓｉｓ（ヤノネカイガラムシ）、及びＺ
ｕｌｉａ　ｅｎｔｒｅｒｉａｎａが含まれる。
【００７０】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、膜翅目（アリ、スズメバチ、
及びミツバチ）を防除するために用いることができる。これらの害虫の非包括的なリスト
には、これに限定されるものではないが、Ａｃｒｏｍｙｒｒｍｅｘ　ｓｐｐ．、Ａｔｈａ
ｌｉａ　ｒｏｓａｅ、Ａｔｔａ　ｓｐｐ．（ハキリアリ）、Ｃａｍｐｏｎｏｔｕｓ　ｓｐ
ｐ．（オオアリ）、Ｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｐｐ．（ハバチ）、Ｆｏｒｍｉｃａ　ｓｐｐ．（
アリ）、Ｉｒｉｄｏｍｙｒｍｅｘ　ｈｕｍｉｌｉｓ（アルゼンチンアリ）、Ｍｏｎｏｍｏ
ｒｉｕｍ　ｓｓｐ．、Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｍｉｎｕｍｕｍ（イエヒメアリ）、Ｍｏｎ
ｏｍｏｒｉｕｍ　ｐｈａｒａｏｎｉｓ（ファラオアリ）、Ｎｅｏｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｐｐ
．（ハバチ）、Ｐｏｇｏｎｏｍｙｍｅｘ　ｓｐｐ．（シュウカクアリ）、Ｐｏｌｉｓｔｅ
ｓ　ｓｐｐ．（アシナガバチ）、Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．（ヒアリ）、Ｔａｐｏ
ｉｎｏｍａ　ｓｅｓｓｉｌｅ（オドラス・ハウス・アント（odorous house ant））、Ｔ
ｅｔｒａｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｓｐｐ．（シワアリ）、Ｖｅｓｐｕｌａ　ｓｐｐ．（スズメ
バチ）、及びＸｙｌｏｃｏｐａ　ｓｐｐ．（クマバチ）が含まれる。
【００７１】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、等翅目（シロアリ）を防除す
るために用いることができる。これらの害虫の非包括的なリストには、これに限定される
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ものではないが、Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．、Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｃｕｒ
ｖｉｇｎａｔｈｕｓ、Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｆｒｅｎｃｈｉｉ、Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍ
ｅｓ　ｆｏｒｍｏｓａｎｕｓ（イエシロアリ）、Ｃｏｒｎｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．（オ
オシロアリ）、Ｃｒｙｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．（カンザイシロアリ）、Ｈｅｔｅｒ
ｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．（サバクチカシロアリ）、Ｈｅｔｅｒｏｔｅｒｍｅｓ　ａｕｒ
ｅｕｓ、Ｋａｌｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．（カンザイシロアリ）、Ｉｎｃｉｓｔｉｔｅｒ
ｍｅｓ　ｓｐｐ．（カンザイシロアリ）、Ｍａｃｒｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．（キノコシ
ロアリ）、Ｍａｒｇｉｎｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．（カンザイシロアリ）、Ｍｉｃｒｏｃ
ｅｒｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．（シュウカクシロアリ（harvester termites））、Ｍｉｃ
ｒｏｔｅｒｍｅｓ　ｏｂｅｓｉ、Ｐｒｏｃｏｒｎｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．、Ｒｅｔｉｃ
ｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．（チカシロアリ）、Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｂａ
ｎｙｕｌｅｎｓｉｓ、Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｇｒａｓｓｅｉ、Ｒｅｔｉｃｕｌ
ｉｔｅｒｍｅｓ　ｆｌａｖｉｐｅｓ（トウブチカシロアリ）、Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍ
ｅｓ　ｈａｇｅｎｉ、Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｈｅｓｐｅｒｕｓ（セイブチカシ
ロアリ）、Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓａｎｔｏｎｅｎｓｉｓ、Ｒｅｔｉｃｕｌｉ
ｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｅｒａｔｕｓ、Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｔｉｂｉａｌｉｓ、
Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｖｉｒｇｉｎｉｃｕｓ、Ｓｃｈｅｄｏｒｈｉｎｏｔｅｒ
ｍｅｓ　ｓｐｐ．、及びＺｏｏｔｅｒｍｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．（シツザイシロアリ）が含
まれる。
【００７２】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、鱗翅目（ガ及びチョウ）を防
除するために用いることができる。これらの害虫の非包括的なリストには、これに限定さ
れるものではないが、Ａｃｈｏｅａ　ｊａｎａｔａ、Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．、
Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎａ、Ａｇｒｏｔｉｓ　ｓｐｐ．（ヨトウムシ）、Ａｇｒ
ｏｔｉｓ　ｉｐｓｉｌｏｎ（タマナヤガ）、Ａｌａｂａｍａ　ａｒｇｉｌｌａｃｅａ（ハ
スモンヨトウ）、Ａｍｏｒｂｉａ　ｃｕｎｅａｎａ、Ａｍｙｅｌｏｓｉｓ　ｔｒａｎｓｉ
ｔｅｌｌａ（ネーブルオレンジワーム（navel orangeworm））、Ａｎａｃａｍｐｔｏｄｅ
ｓ　ｄｅｆｅｃｔａｒｉａ、Ａｎａｒｓｉａ　ｌｉｎｅａｔｅｌｌａ（モモキバガ）、Ａ
ｎｏｍｉｓ　ｓａｂｕｌｉｆｅｒａ（ジュート・ルーパー（jute looper））、Ａｎｔｉ
ｃａｒｓｉａ　ｇｅｍｍａｔａｌｉｓ（ベルベットビーンキャタピラー（velvetbean cat
erpillar））、Ａｒｃｈｉｐｓ　ａｒｇｙｒｏｓｐｉｌａ（フルーツツリーリーフローラ
ー（fruittree leafroller））、Ａｒｃｈｉｐｓ　ｒｏｓａｎａ（ローズ・リーフ・ロー
ラー（rose leaf roller））、Ａｒｇｙｒｏｔａｅｎｉａ　ｓｐｐ．（ハマキガ）、Ａｒ
ｇｙｒｏｔａｅｎｉａ　ｃｉｔｒａｎａ（オレンジハマキガ）、Ａｕｔｏｇｒａｐｈａ　
ｇａｍｍａ、Ｂｏｎａｇｏｔａ　ｃｒａｎａｏｄｅｓ、Ｂｏｒｂｏ　ｃｉｎｎａｒａ（コ
ブノメイガ）、Ｂｕｃｃｕｌａｔｒｉｘ　ｔｈｕｒｂｅｒｉｅｌｌａ（コットンリーフパ
ーフォレーター（cotton leafperforator））、Ｃａｌｏｐｔｉｌｉａ　ｓｐｐ．（ハモ
グリムシ）、Ｃａｐｕａ　ｒｅｔｉｃｕｌａｎａ、Ｃａｒｐｏｓｉｎａ　ｎｉｐｏｎｅｎ
ｓｉｓ（モモシンクイガ）、Ｃｈｉｌｏ　ｓｐｐ．、Ｃｈｌｕｍｅｔｉａ　ｔｒａｎｓｖ
ｅｒｓａ（マンゴーフサヤガ）、Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ　ｒｏｓａｃｅａｎａ（ハ
スオビハマキ）、Ｃｈｒｙｓｏｄｅｘｉｓ　ｓｐｐ．、Ｃｎａｐｈａｌｏｃｅｒｕｓ　ｍ
ｅｄｉｎａｌｉｓ（グラスリーフローラー（grass leafroller））、Ｃｏｌｉａｓ　ｓｐ
ｐ．、Ｃｏｎｐｏｍｏｒｐｈａ　ｃｒａｍｅｒｅｌｌａ、Ｃｏｓｓｕｓ　ｃｏｓｓｕｓ（
ボクトウガ）、Ｃｒａｍｂｕｓ　ｓｐｐ．（ソッドウェブワーム（Sod webworms））、Ｃ
ｙｄｉａ　ｆｕｎｅｂｒａｎａ（スモモシンクイガ）、Ｃｙｄｉａ　ｍｏｌｅｓｔａ（ナ
シヒメシンクイ）、Ｃｙｄｉａ　ｎｉｇｎｉｃａｎａ（エンドウシンクイ）、Ｃｙｄｉａ
　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ（コドリンガ）、Ｄａｒｎａ　ｄｉｄｕｃｔａ、Ｄｉａｐｈａｎｉ
ａ　ｓｐｐ．（ズイムシ）、Ｄｉａｔｒａｅａ　ｓｐｐ．（ジククイムシ）、Ｄｉａｔｒ
ａｅａ　ｓａｃｃｈａｒａｌｉｓ（カンショジククイムシ）、Ｄｉａｔｒａｅａ　ｇｒａ
ｎｉｏｓｅｌｌａ（ナンセイブアワノメイガ）、Ｅａｒｉａｓ　ｓｐｐ．(オオタバコガ
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）、Ｅａｒｉａｓ　ｉｎｓｕｌａｔｅ（エジプトタバコガ）、Ｅａｒｉａｓ　ｖｉｔｅｌ
ｌａ（ラフ・ノーザン・ボールワーム（rough northern bollworm））、Ｅｃｄｙｔｏｐ
ｏｐｈａ　ａｕｒａｎｔｉａｎｕｍ、Ｅｌａｓｍｏｐａｌｐｕｓ　ｌｉｇｎｏｓｅｌｌｕ
ｓ（モロコシマダラメイガ）、Ｅｐｉｐｈｙｓｉａｓ　ｐｏｓｔｒｕｔｔａｎａ（淡褐色
リンゴガ）、Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｓｐｐ．（フラワーモス（flour moths））、Ｅｐｈｅ
ｓｔｉａ　ｃａｕｔｅｌｌａ（スジマダラメイガ）、Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｅｌｕｔｅｌｌ
ａ（チャマダラメイガ）、Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｋｕｅｈｎｉｅｌｌａ（スジコナマダラメ
イガ）、Ｅｐｉｍｅｃｅｓ　ｓｐｐ．、Ｅｐｉｎｏｔｉａ　ａｐｏｒｅｍａ、Ｅｒｉｏｎ
ｏｔａ　ｔｈｒａｘ（バナナセセリ）、Ｅｕｐｏｅｃｉｌｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ（
グレープ・ベリー・モス（grape berry moth））、Ｅｕｘｏａ　ａｕｘｉｌｉａｒｉｓ（
アーミーカットワーム（army cutworm））、Ｆｅｌｔｉａ　ｓｐｐ．（ヨトウムシ）、Ｇ
ｏｒｔｙｎａ　ｓｐｐ．（ズイムシ）、Ｇｒａｐｈｏｌｉｔａ　ｍｏｌｅｓｔａ（ナシヒ
メシンクイ）、Ｈｅｄｙｌｅｐｔａ　ｉｎｄｉｃａｔａ（ビーン・リーフ・ウェバー（be
an leaf webber））、Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｓｐｐ．（ヤガ）、Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒ
ｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ（オオタバコガ）、Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｚｅａ（オオタバ
コガ（bollworm/corn earworm））、Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．（ヤガ）、Ｈｅｌｉ
ｏｔｈｉｓ　ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ（オオタバコガ）、Ｈｅｌｌｕｌａ　ｕｎｄａｌｉｓ（
ハイマダラノメイガ）、Ｉｎｄａｒｂｅｌａ　ｓｐｐ．（ネクイムシ）、Ｋｅｉｆｅｒｉ
ａ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｅｌｌａ（トマトギョウチュウ）、Ｌｅｕｃｉｎｏｄｅｓ　ｏ
ｒｂｏｎａｌｉｓ（ナスノメイガ）、Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｍａｌｉｆｏｌｉｅｌｌａ
、Ｌｉｔｈｏｃｏｌｌｅｃｔｉｓ　ｓｐｐ．、Ｌｏｂｅｓｉａ　ｂｏｔｒａｎａ（グレー
プ・フルーツ・モス（grape fruit moth））、Ｌｏｘａｇｒｏｔｉｓ　ｓｐｐ．（ヤガ）
、Ｌｏｘａｇｒｏｔｉｓ　ａｌｂｉｃｏｓｔａ（ウェスタン・ビーン・カットワーム（we
stern bean cutworm））、Ｌｙｍａｎｔｒｉａ　ｄｉｓｐａｒ（マイマイガ）、Ｌｙｏｎ
ｅｔｉａ　ｃｌｅｒｋｅｌｌａ（リンゴハモグリムシ）、Ｍａｈａｓｅｎａ　ｃｏｒｂｅ
ｔｔｉ（アブラヤシミノムシ）、Ｍａｌａｃｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．（テンマクケムシ）、
Ｍａｍｅｓｔｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ（ヨトウガ）、Ｍａｒｕｃａ　ｔｅｓｔｕｌａｌ
ｉｓ（マメシンクイガ）、Ｍｅｔｉｓａ　ｐｌａｎａ（ミノムシ）、Ｍｙｔｈｉｍｎａ　
ｕｎｉｐｕｎｃｔａ（アワヨトウ）、Ｎｅｏｌｅｕｃｉｎｏｄｅｓ　ｅｌｅｇａｎｔａｌ
ｉｓ（スモール・トマト・ボーラー（small tomato borer））、Ｎｙｍｐｈｕｌａ　ｄｅ
ｐｕｎｃｔａｌｉｓ（イネミズメイガ）、Ｏｐｅｒｏｐｈｔｈｅｒａ　ｂｒｕｍａｔａ（
フユシャク）、Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ（ヨーロッパアワノメイガ）、Ｏ
ｘｙｄｉａ　ｖｅｓｕｌｉａ、Ｐａｎｄｅｍｉｓ　ｃｅｒａｓａｎａ（スグリハマキガ）
、Ｐａｎｄｅｍｉｓ　ｈｅｐａｒａｎａ（褐色リンゴハマキガ（brown apple tortrix）
）、Ｐａｐｉｌｉｏ　ｄｅｍｏｄｅｃｕｓ、Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｇｏｓｓｙｐｉ
ｅｌｌａ（ワタアカミムシガ）、Ｐｅｒｉｄｒｏｍａ　ｓｐｐ．（ヨトウムシ）、Ｐｅｒ
ｉｄｒｏｍａ　ｓａｕｃｉａ（ニセタマナヤガ）、Ｐｅｒｉｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｃｏ
ｆｆｅｅｌｌａ（ホワイト・コーヒー・リーフマイナー（white coffee leafminer））、
Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｏｐｅｒｃｕｌｅｌｌａ（ジャガイモキバガ）、Ｐｈｙｌｌｏ
ｃｎｉｓｉｔｉｓ　ｃｉｔｒｅｌｌａ、Ｐｈｙｌｌｏｎｏｒｙｃｔｅｒ　ｓｐｐ．（ハモ
グリムシ）、Ｐｉｅｒｉｓ　ｒａｐａｅ（モンシロチョウ）、Ｐｌａｔｈｙｐｅｎａ　ｓ
ｃａｂｒａ、Ｐｌｏｄｉａ　ｉｎｔｅｒｐｕｎｃｔｅｌｌａ（ノシメマダラメイガ）、Ｐ
ｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ（コナガ）、Ｐｏｌｙｃｈｒｏｓｉｓ　ｖｉｔｅ
ａｎａ（グレープ・ベリー・モス（grape berry moth））、Ｐｒａｙｓ　ｅｎｄｏｃａｒ
ｐａ、Ｐｒａｙｓ　ｏｌｅａｅ（オリーブガ）、Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｓｐｐ．（ヤ
ガ）、Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｕｎｉｐｕｎｃｔａｔａ（アワヨトウ）、Ｐｓｅｕｄｏ
ｐｌｕｓｉａ　ｉｎｃｌｕｄｅｎｓ（ダイズルーパー（soybean looper））、Ｒａｃｈｉ
ｐｌｕｓｉａ　ｎｕ、Ｓｃｉｐｏｐｈａｇａ　ｉｎｃｅｒｔｕｌａｓ、Ｓｅｓａｍｉａ　
ｓｐｐ．（ズイムシ）、Ｓｅｓａｍｉａ　ｉｎｆｅｒｅｎｓ（イネヨトウ）、Ｓｅｓａｍ
ｉａ　ｎｏｎａｇｒｉｏｉｄｅｓ、Ｓｅｔｏｒａ　ｎｉｔｅｎｓ、Ｓｉｔｏｔｒｏｇａ　
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ｃｅｒｅａｌｅｌｌａ（バクガ）、Ｓｐａｒｇａｎｏｔｈｉｓ　ｐｉｌｌｅｒｉａｎａ、
Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．（アワヨトウ）、Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕａ
（シロイチモジヨトウ）、Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｕｇｉｐｅｒｄａ（アキアワヨトウ
）、Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｏｒｉｄａｎｉａ（サザンアーミーワーム（southern armyw
orm））、Ｓｙｎａｎｔｈｅｄｏｎ　ｓｐｐ．（ネクイムシ）、Ｔｈｅｃｌａ　ｂａｓｉ
ｌｉｄｅｓ、Ｔｈｅｒｍｉｓｉａ　ｇｅｍｍａｔａｌｉｓ、Ｔｉｎｅｏｌａ　ｂｉｓｓｅ
ｌｌｉｅｌｌａ（コイガ）、Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｎｉ（イラクサギンウワバ）、
Ｔｕｔａ　ａｂｓｏｌｕｔａ、Ｙｐｏｎｏｍｅｕｔａ　ｓｐｐ．、Ｚｅｕｚｅｒａ　ｃｏ
ｆｆｅａｅ（レッド・ブランチ・ボーラー（red branch borer））、及びＺｅｕｚｅｒａ
　ｐｙｒｉｎａ（ゴマフボクトウ）が含まれる。
【００７３】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、食毛目（ハジラミ）を防除す
るために用いることができる。これらの害虫の非包括的なリストには、これに限定される
ものではないが、Ｂｏｖｉｃｏｌａ　ｏｖｉｓ（ヒツジハジラミ）、Ｍｅｎａｃａｎｔｈ
ｕｓ　ｓｔｒａｍｉｎｅｕｓ（ニワトリハジラミ）、及びＭｅｎｏｐｏｎ　ｇａｌｌｉｎ
ｅａ（コモン・ヘン・ラウス（common hen louse））が含まれる。
【００７４】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、直翅目（バッタ、イナゴ、及
びコオロギ）を防除するために用いることができる。これらの害虫の非包括的なリストに
は、これに限定されるものではないが、Ａｎａｂｒｕｓ　ｓｉｍｐｌｅｘ（モルモンコオ
ロギ）、Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐｉｄａｅ（ケラ）、Ｌｏｃｕｓｔａ　ｍｉｇｒａｔｏｒｉ
ａ、Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｓｐｐ．（バッタ）、Ｍｉｃｒｏｃｅｎｔｒｕｍ　ｒｅｔｉ
ｎｅｒｖｅ（アンギュラー・ウイングド・カティディッド（angular winged katydid））
、Ｐｔｅｒｏｐｈｙｌｌａ　ｓｐｐ．（キリギリス）、ｃｈｉｓｔｏｃｅｒｃａ　ｇｒｅ
ｇａｒｉａ、Ｓｃｕｄｄｅｒｉａ　ｆｕｒｃａｔａ（フォークテイルド・ブッシュ・カテ
ィディッド（forktailed bush katydid））及びＶａｌａｎｇａ　ｎｉｇｒｉｃｏｒｎｉ
が含まれる。
【００７５】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、シラミ目（シラミ（sucking 
lice））を防除するために用いることができる。これらの害虫の非包括的なリストには、
これに限定されるものではないが、Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｐｐ．(ウシ及びブタ
シラミ)、Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｏｖｉｌｌｕｓ（ヒツジシラミ）、Ｐｅｄｉｃｕｌ
ｕｓ　ｈｕｍａｎｕｓ　ｃａｐｉｔｉｓ（ヒトジラミ）、Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｈｕｍａ
ｎｕｓ　ｈｕｍａｎｕｓ（ヒトジラミ）、及びＰｔｈｉｒｕｓ　ｐｕｂｉｓ（ケジラミ）
が含まれる。
【００７６】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、ノミ目（ノミ）を防除するた
めに用いることができる。これらの害虫の非包括的なリストには、これに限定されるもの
ではないが、Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｃａｎｉｓ（イヌノミ）、Ｃｔｅｎｏｃ
ｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｆｅｌｉｓ（ネコノミ）、及びＰｕｌｅｘ　ｉｒｒｉｔａｎｓ（ヒ
トノミ）が含まれる。
【００７７】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、総翅目（アザミウマ）を防除
するために用いることができる。これらの害虫の非包括的なリストには、これに限定され
るものではないが、Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｆｕｓｃａ（タバコアザミウマ）、Ｆ
ｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ（ミカンキイロアザミウマ）、Ｆ
ｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｓｈｕｌｚｅｉ　Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｗｉｌｌｉ
ａｍｓｉ（トウモロコシアザミウマ）、Ｈｅｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｈａｅｍｏｒｒｈａｉ
ｄａｌｉｓ（クロトンアザミウマ）、Ｒｉｐｈｉｐｈｏｒｏｔｈｒｉｐｓ　ｃｒｕｅｎｔ
ａｔｕｓ、Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．、Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｃｉｔｒ
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ｉ（カンキツアザミウマ）、Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｄｏｒｓａｌｉｓ（チャノキイ
ロアザミウマ）、Ｔａｅｎｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｒｈｏｐａｌａｎｔｅｎｎａｌｉｓ、及び
Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．が含まれる。
【００７８】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、シミ目（シミ）を防除するた
めに用いることができる。これらの害虫の非包括的なリストには、これに限定されるもの
ではないが、Ｌｅｐｉｓｍａ　ｓｐｐ．（シミ）及びＴｈｅｒｍｏｂｉａ　ｓｐｐ．（マ
ダラシミ）が含まれる。
【００７９】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、ダニ目（ダニ及びマダニ）を
防除するために用いることができる。これらの害虫の非包括的なリストには、これに限定
されるものではないが、Ａｃａｒａｐｓｉｓ　ｗｏｏｄｉ（ミツバチの気管ダニ）、Ａｃ
ａｒｕｓ　ｓｐｐ．（食品ダニ）、Ａｃａｒｕｓ　ｓｉｒｏ（コナダニ）、Ａｃｅｒｉａ
　ｍａｎｇｉｆｅｒａｅ（マンゴー・バド・マイト（mango bud mite））、Ａｃｕｌｏｐ
ｓ　ｓｐｐ．、Ａｃｕｌｏｐｓ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｉ（トマトサビダニ）、Ａｃｕｌ
ｏｐｓ　ｐｅｌｅｋａｓｉ、Ａｃｕｌｕｓ　ｐｅｌｅｋａｓｓｉ、Ａｃｕｌｕｓ　ｓｃｈ
ｌｅｃｈｔｅｎｄａｌｉ（リンゴサビダニ）、Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕ
ｍ（ヒトツボシダニ）、Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．（マダニ）、Ｂｒｅｖｉｐａｌｐ
ｕｓ　ｏｂｏｖａｔｕｓ（チャノヒメハダニ）、Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｐｈｏｅｎｉ
ｃｉｓ（レッド・アンド・ブラック・フラット・マイト（red and black flat mite））
、Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｓｐｐ．（ヒゼンダニ）、Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｓｐｐ．（カタ
ダニ）、Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｖａｒｉａｂｉｌｉｓ（アメリカイヌダニ）、Ｄｅｒ
ｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｐｔｅｒｏｎｙｓｓｉｎｕｓ（チリダニ）、Ｅｏｔｅｔｒ
ａｎｙｃｕｓ　ｓｐｐ．、Ｅｏｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｃａｒｐｉｎｉ（キイロハダニ
）、Ｅｐｉｔｉｍｅｒｕｓ　ｓｐｐ．、Ｅｒｉｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．、Ｉｘｏｄｅｓ　
ｓｐｐ．（マダニ）、Ｍｅｔａｔｅｔｒａｎｙｃｕｓ　ｓｐｐ．、Ｎｏｔｏｅｄｒｅｓ　
ｃａｔｉ、Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．、Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅｅ
、Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｉｌｉｃｕｓ（サザン・レッド・マイト（southern red mit
e））、Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．、Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｃｉｔｒｉ（ミカン
ハダニ）、Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｕｌｍｉ（リンゴハダニ）、Ｐｈｙｌｌｏｃｏｐｔｒ
ｕｔａ　ｏｌｅｉｖｏｒａ（ミカンサビダニ）、Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕ
ｎ　ｌａｔｕｓ（チャノホコリダニ）、Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓａｎｇｕｉｎｅ
ｕｓ（クリイロコイタマダニ）、Ｒｈｉｚｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ．（ネダニ）、Ｓａ
ｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｃａｂｉｅｉ（ヒゼンダニ）、Ｔｅｇｏｌｏｐｈｕｓ　ｐｅｒｓｅａ
ｆｌｏｒａｅ、Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．、Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉ
ｃａｅ（ナミハダニ）、及びＶａｒｒｏａ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ（ミツバチダニ）が含
まれる。
【００８０】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、線形動物門（線虫）を防除す
るために用いることができる。これらの害虫の非包括的なリストには、これに限定される
ものではないが、Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．（芽及び葉並びにマツノザイ
センチュウ）、Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．（刺咬センチュウ）、Ｃｒｉｃｏｎ
ｅｍｅｌｌａ　ｓｐｐ．（ワセンチュウ）、Ｄｉｒｏｆｉｌａｒｉａ　ｉｍｍｉｔｉｓ（
犬糸状虫）、Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．（茎及び球根センチュウ）、Ｈｅｔｅｒ
ｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．（シストセンチュウ）、Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｚｅａｅ（トウモ
ロコシシストセンチュウ）、Ｈｉｒｓｃｈｍａｎｎｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．（ネセンチュウ
）、Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．（ヤリセンチュウ）、Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　
ｓｐｐ．（ネコブセンチュウ）、Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ（ネコブ
センチュウ）、Ｏｎｃｈｏｃｅｒｃａ　ｖｏｌｖｕｌｕｓ（フックテールワーム）、Ｐｒ
ａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．（ネグサレセンチュウ）、Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｐ
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ｐ．（ネモグリセンチュウ）、及びＲｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ（キ
ドニー・シェープド・ネマトーダ（kidney-shaped nematode））が含まれる。
【００８１】
　別の実施形態において、本明細書に開示される本発明は、コムカデ綱（コムカデ）を防
除するために用いることができる。これらの害虫の非包括的なリストには、これに限定さ
れるものではないが、Ｓｃｕｔｉｇｅｒｅｌｌａ　ｉｍｍａｃｕｌａｔａが含まれる。
【００８２】
　より詳細な情報は、「Handbook of Pest Control-The Behavior, Life History, and C
ontrol of Household Pests」、Arnold Mallis、第9版、2004、GIE Media Inc.を参考に
されたい。
【００８３】
混合物
　本明細書に開示される本発明と組み合わせて有利に用いることができるいくつかの殺虫
剤には、これに限定されるものではないが、以下のものが含まれる。
　１，２－ジクロロプロパン、１，３－ジクロロプロペン、
　アバメクチン、アセフェート、アセキノシル、アセタミプリド、アセチオン、アセトプ
ロール、アクリナトリン、アクリロニトリル、アラニカルブ、アラジカルブ、アルドキシ
カルブ、アルドリン、アレスリン、アロサミジン、アリキシカルブ、α－シペルメトリン
、α－エクジソン、アミジチオン、アミドフルメト、アミノカルブ、アミトン、アミトラ
ズ、アナバシン、三酸化ヒ素、アチダチオン、アザジラクチン、アザメチホス、アジンホ
ス－エチル、アジンホス－メチル、アゾベンゼン、アゾシクロチン、アゾトエート、
　ヘキサフルオロケイ酸バリウム、バルトリン、ベンクロチアズ、ベンジオカルブ、ベン
フラカルブ、ベノミル、ベノキサホス、ベンスルタプ、ベンゾキシメート、安息香酸ベン
ジル、β－シフルトリン、β－シペルメトリン、ビフェナザート、ビフェントリン、ビナ
パクリル、ビオアレトリン、ビオエタノメトリン、ビオペルメトリン、ビストリフロン、
ホウ砂、ホウ酸、ブロムフェンビンホス、ブロモ－ＤＤＴ、ブロモシクレン、ブロモホス
、ブロモホス－エチル、ブロモプロピレート、ブフェンカルブ、ブプロフェジン、ブタカ
ルブ、ブタチオホス、ブトカルボキシム、ブトネート、ブトキシカルボキシム、
　カズサホス、ヒ酸カルシウム、多硫化カルシウム、カンフェクロール、カルバノレート
、カルバリル、カルボフラン、二硫化炭素、四塩化炭素、カルボフェノチオン、カルボス
ルファン、カルタップ、キノメチオナート、クロラントラニルプロール、クロルベンシド
、クロルビシクレン、クロルダン、クロルデコン、クロルジメホルム、クロルエトキシホ
ス、クロルフェナピル、クロルフェネトール、クロルフェンソン、クロルフェンスルフィ
ド、クロルフェンビンホス、クロルフルアズロン、クロルメホス、クロロベンジラート、
クロロホルム、クロロメブホルム、クロロメチウロン、クロロピクリン、クロロプロピラ
ート、クロルホキシム、クロルプラゾホス、クロルピリホス、クロルピリホス－メチル、
クロルチオホス、クロマフェノジド、シネリンＩ、シネリンＩＩ、シスメトリン、クロエ
トカルブ、クロフェンテジン、クロサンテル、クロチアニジン、アセト亜ヒ酸第二銅、ヒ
酸銅、ナフテン酸銅、オレイン酸銅、クマホス、クミトエート、クロタミトン、クロトキ
シホス、クルエンタレンＡ及びＢ、クルホメート、クリオライト、シアノフェンホス、シ
アノホス、シアントアート、シクレトリン、シクロプロトリン、シエノピラフェン、シフ
ルメトフェン、シフルトリン、シハロトリン、シヘキサチン、シペルメトリン、シフェノ
トリン、シロマジン、サイチオアート、
　ｄ－リモネン、ダゾメット、ＤＢＣＰ、ＤＣＩＰ、ＤＤＴ、デカルボフラン、デルタメ
トリン、デメフィオン、デメフィオン－Ｏ、デメフィオン－Ｓ、デメトン、デメトン－メ
チル、デメトン－Ｏ、デメトン－Ｏ－メチル、デメトン－Ｓ、デメトン－Ｓ－メチル、デ
メトン－Ｓ－メチルスルホン、ジアフェンチウロン、ジアリホス、ジアミダホス、ジアジ
ノン、ジカプトン、ジクロフェンチオン、ジクロフルアニド、ジクロルボス、ジコホル、
ジクレシル、ジクロトホス、ジシクラニル、ジエルドリン、ジエノクロル、ジフロビダジ
ン、ジフルベンズロン、ジロール、ジメフルトリン、ジメホックス、ジメタン、ジメトア
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ート、ジメトリン、ジメチルビンホス、ジメチラン、ジネクス、ジノブトン、ジノカップ
、ジノカップ－４、ジノカップ－６、ジノクトン、ジノペントン、ジノプロップ、ジノサ
ム、ジノスルホン、ジノテフラン、ジノテルボン、ジオフェノラン、ジオキサベンゾホス
、ジオキサカルブ、ジオキサチオン、ジフェニルスルホン、ジスルフィラム、ジスルホト
ン、ジチクロホス、ＤＮＯＣ、ドフェナピン、ドラメクチン、
　エクジステロン、エマメクチン、ＥＭＰＣ、エムペントリン、エンドスルファン、エン
ドチオン、エンドリン、ＥＰＮ、エポフェノナン、エプリノメクチン、エスフェンバレレ
ート、エタホス、エチオフェンカルブ、エチオン、エチプロール、エトアート－メチル、
エトプロホス、エチル－ＤＤＤ、ギ酸エチル、エチレンジブロミド、エチレンジクロリド
、エチレンオキシド、エトフェンプロックス、エトキサゾール、エトリムホス、ＥＸＤ、
　ファムファール、フェナミホス、フェナザフロール、フェナザキン、フェンブタチンオ
キシド、フェンクロルホス、フェネタカルブ、フェンフルトリン、フェニトロチオン、フ
ェノブカルブ、フェノチオカルブ、フェノキサクリム、フェノキシカルブ、フェンピリト
リン、フェンプロパトリン、フェンピロキシメート、フェンソン、フェンスルホチオン、
フェンチオン、フェンチオン－エチル、フェントリファニル、フェンバレレート、フィプ
ロニル、フロニカミド、フルアクリピリム、フルアズロン、フルベンジアミド、フルベン
ジミン、フルコフロン、フルシクロクスロン、フルシトリネート、フルエネチル、フルフ
ェネリム、フルフェノクスロン、フルフェンプロックス、フルメトリン、フルオルベンシ
ド、フルバリネート、ホノホス、ホルメタネート、ホルモチオン、ホルムパラネート、ホ
スメチラン、ホスピレート、ホスチアゼート、ホスチエタン、フラチオカルブ、フレスリ
ン、フルフラール、
　γ－シハロトリン、γ－ＨＣＨ、
　ハルフェンプロックス、ハロフェノジド、ＨＣＨ、ＨＥＯＤ、ヘプタクロル、ヘプテノ
ホス、ヘテロホス、ヘキサフルムロン、ヘキシチアゾクス、ＨＨＤＮ、ヒドラメチルノン
、シアン化水素、ヒドロプレン、ヒキンカルブ、
　イミシアホス、イミダクロプリド、イミプロトリン、インドキサカルブ、ヨードメタン
、ＩＰＳＰ、イサミドホス、イサゾホス、イソベンザン、イソカルボホス、イソドリン、
イソフェンホス、イソプロカルブ、イソプロチオラン、イソチオエート、イソキサチオン
、イベルメクチン、
　ジャスモリンＩ、ジャスモリンＩＩ、ジョドフェンホス（jodfenphos）、幼若ホルモン
Ｉ、幼若ホルモンＩＩ、幼若ホルモンＩＩＩ、
　ケレバン、キノプレン、
　λ－シハロトリン、ヒ酸鉛、レピメクチン、レプトホス、リンダン、リリムホス、ルフ
ェヌロン、リチダチオン、
　マラチオン、マロノベン、マジドックス、メカルバム、メカルホン、メナゾン、メホス
ホラン、塩化第一水銀、メスルフェン、メスルフェンホス、メタフルミゾン、メタム、メ
タクリホス、メタミドホス、メチダチオン、メチオカルブ、メトクロトホス、メトミル、
メトプレン、メトキシクロル、メトキシフェノジド、臭化メチル、メチルクロロホルム、
塩化メチレン、メチルイソチオシアナート、メトフルトリン、メトルカルブ、メトキサジ
アゾン、メビンホス、メキサカルバート、ミルベメクチン、ミルベマイシンオキシム、ミ
パホックス（mipafox）、ミレックス、ＭＮＡＦ、モノクロトホス、モルホチオン、モキ
シデクチン、
　ナフタロホス、ナレド、ナフタレン、ニコチン、ニフルリジド、ニッコーマイシン、ニ
テンピラム、ニチアジン、ニトリラカルブ、ノバルロン、ノビフルムロン、
　オメトエート、オキサミル、オキシデメトン－メチル、オキシデプロホス、オキシジス
ルホトン、
　パラジクロロベンゼン、パラチオン、パラチオン－メチル、ペンフルロン、ペンタクロ
ロフェノール、ペルメトリン、フェンカプトン、フェノトリン、フェントエート、ホレー
ト、ホサロン、ホスホラン、ホスメット、ホスニクロル、ホスファミドン、ホスフィン、
ホスホカルブ、ホキシム、ホキシム－メチル、ピリメタホス、ピリミカルブ、ピリミホス
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－エチル、ピリミホス－メチル、亜ヒ酸カリウム、チオシアン酸カリウム、ｐｐ’－ＤＤ
Ｔ、プラレトリン、プレコセンＩ、プレコセンＩＩ、プレコセンＩＩＩ、プリミドホス、
プロクロノール、プロフェノホス、プロフルトリン、プロマシル、プロメカルブ、プロパ
ホス、プロパルギット、プロペタンホス、プロポキスル、プロチダチオン、プロチオホス
、プロトエート、プロトリフェンブト（protrifenbute）、ピラクロホス、ピラフルプロ
ール、ピラゾホス、ピレスメトリン、ピレトリンＩ、ピレトリンＩＩ、ピリダベン、ピリ
ダリル、ピリダフェンチオン、ピリフルキナゾン、ピリミジフェン、ピリミタート、ピリ
プロール、ピリプロキシフェン、
　カシア、キナルホス、キナルホス－メチル、キノチオン、クアンチオホス（quantiofos
）、
　ラホキサニド、レスメトリン、ロテノン、リアニア、
　サバジラ、シュラーダン、セラメクチン、シラフルオフェン、亜ヒ酸ナトリウム、フッ
化ナトリウム、ヘキサフルオロケイ酸ナトリウム、チオシアン酸ナトリウム、ソファミド
、スピネトラム、スピノサド、スピロジクロフェン、スピロメシフェン、スピロテトラマ
ト、スルコフロン、スルフィラム、スルフルラミド、スルホテプ、硫黄、フッ化スルフリ
ル、スルプロホス、
　τ－フルバリネート、タジムカルブ、ＴＤＥ、テブフェノジド、テブフェンピラド、テ
ブピリムホス、テフルベンズロン、テフルトリン、テメホス、ＴＥＰＰ、テラレトリン、
テルブホス、テトラクロロエタン、テトラクロロビンホス、テトラジホン、テトラメトリ
ン、テトラナクチン、テトラスル、θ－シペルメトリン、チアクロプリド、チアメトキサ
ム、チクロホス、チオカルボキシム、チオシクラム、チオジカルブ、チオファノックス、
チオメトン、チオナジン、チオキノックス、チオスルタップ（thiosultap）、ツリンギエ
ンシン、トルフェンピラド、トラロメトリン、トランスフルトリン、トランスペルメトリ
ン、トリアラテン（triarathene）、トリアザメート、トリアゾホス、トリクロルホン、
トリクロルメタホス－３、トリクロロナート、トリフェノホス、トリフルムロン、トリメ
タカルブ、トリプレン、
　バミドチオン、バニリプロール、
　ＸＭＣ、キシリルカルブ、
　ζ－シペルメトリン、及びゾラプロホス。
【００８４】
　さらに、上記の殺虫剤の任意の組み合わせを用いることができる。
【００８５】
　本明細書に開示される本発明は、経済的な理由及びから、除草剤及び殺真菌剤、又はそ
の両方と共に用いることもできる。
【００８６】
　本明細書に開示される本発明は、経済的な理由及び相乗的な理由から、抗菌剤、殺菌剤
、枯葉剤、毒性緩和剤（safener）、相乗剤、殺藻剤、誘引剤、乾燥剤、フェロモン、忌
避剤、動物浸液（animal dip）、殺鳥剤、消毒剤、情報化学物質、及び軟体動物駆除剤（
これらの分類は必ずしも互いに排他的ではない）と共に用いることができる。
【００８７】
　さらなる情報は、本明細書の出願日時点のhttp://www.alanwood.net/pesticides/index
.htmlにある「Compendium of Pesticide Common Names」を参考にされたい。さらに、「T
he Pesticide Manual」、第14版、C D S Tomlin編、2006、British Crop Production Cou
ncilも参考にされたい。
【００８８】
相乗的混合物
　本明細書に開示される本発明は、表題「混合物」にて記述したものなどの他の化合物と
共に用いて、混合物中の化合物の作用様式が同じであるか、類似しているか、又は異なる
相乗的混合物を形成することができる。
【００８９】
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　作用様式の例としては、これに限定されるものではないが、アセチルコリンエステラー
ゼ阻害剤、ナトリウムチャネルモジュレータ、キチン生合成阻害剤、ＧＡＢＡ依存性塩素
イオンチャネルアンタゴニスト、ＧＡＢＡ及びグルタミン酸依存性塩素イオンチャネルア
ゴニスト、アセチルコリン受容体アゴニスト、ＭＥＴ Ｉ阻害剤、Ｍｇ刺激ＡＴＰアーゼ
阻害剤、ニコチン性アセチルコリン受容体、中腸膜攪乱物質（disrupter）、及び酸化的
リン酸化攪乱物質が含まれる。
【００９０】
　さらに、以下の化合物が相乗剤として公知であり、本明細書に開示される本発明と共に
用いることができる：ピペロニルブトキシド、ピプロタール（piprotal）、プロピルイソ
ム、セサメックス、セサモリン、及びスルホキシド。
【００９１】
製剤
　殺虫剤は、その純粋な形態で施用に適していることはめったにない。殺虫剤を必要とさ
れる濃度及び適切な形態で用いることができ、容易な適用、取扱い、輸送、貯蔵、及び最
大殺虫活性を可能にするように、通常は他の物質を添加する必要がある。したがって、殺
虫剤は、例えば、餌、濃縮エマルション、ダスト（dust）、乳化性濃縮物、燻蒸剤、ゲル
、顆粒剤、マイクロカプセル化剤、種子処理剤、懸濁濃縮物、サスポエマルション、錠剤
、水溶性液剤、水分散性顆粒剤又はドライフロアブル剤、水和剤（wettable powders）、
及び超微量液剤に製剤化される。
【００９２】
　製剤の種類に関するさらなる情報は、「Catalogue of pesticide formulation types a
nd international coding system」、Technical Monograph No.2、第5版、CropLife Inte
rnational(2002)を参照されたい。
【００９３】
　殺虫剤は、そのような殺虫剤の濃縮製剤から調製された水性懸濁液又はエマルションと
して適用されることがもっとも多い。そのような水溶性、水懸濁性、又は乳化性製剤は、
通常水和剤若しくは水分散性顆粒剤として知られる固体であるか、又は通常乳化性濃縮物
若しくは水性懸濁液として知られる液体である。水和剤は、圧縮して水分散性顆粒を形成
することができ、殺虫剤、担体、及び界面活性剤の緊密な混合物を含む。殺虫剤の濃度は
、通常約１０重量％～約９０重量％である。担体は通常、アタパルジャイト粘土、モンモ
リロナイト粘土、珪藻土、又は精製ケイ酸塩のなかから選択される。約０．５％～約１０
％の水和剤を含む有効な界面活性剤は、スルホン化リグニン、濃縮ナフタレンスルホナー
ト、ナフタレンスルホナート、アルキルベンゼンスルホナート、アルキルスルファート、
及び非イオン性界面活性剤、例えばアルキルフェノールエチレンオキシド付加物のなかに
見出される。
【００９４】
　殺虫剤の乳化性濃縮物は、水混和性溶媒であるか、又は水不混和性有機溶媒と乳化剤の
混合物である担体に溶解された、好都合な濃度、例えば液体１リットル当たり約５０～約
５０グラムの殺虫剤を含む。有用な有機溶媒には、芳香族、特にキシレン及び石油留分、
特に石油の高沸点ナフタレン及びオレフィン部分、例えば重質芳香族ナフサが含まれる。
他の有機溶媒を用いることもでき、例えば、ロジン誘導体を含むテルペン溶媒、脂肪族ケ
トン、例えばシクロヘキサノン、及び複合アルコール、例えば２－エトキシエタノールな
どである。乳化性濃縮物の適切な乳化剤は、通常のアニオン性及び非イオン性界面活性剤
から選択される。
【００９５】
　水性懸濁液は、約５重量％～約５０重量％の範囲の濃度で水性担体に分散された水不溶
性殺虫剤の懸濁液を含む。懸濁液は、殺虫剤を微細に粉砕し、水及び界面活性剤からなる
担体に激しく混合することによって調製される。水性担体の密度及び粘度を増大するため
に、無機塩及び合成又は天然ゴムなどの成分も添加することができる。多くの場合、水性
混合物を調製し、サンドミル、ボールミル、又はピストン型ホモジナイザなどの装置でそ
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れを均質にすることによって、殺虫剤を同時に粉砕及び混合するのがもっとも有効である
。
【００９６】
　殺虫剤は、土壌に適用するのに特に有用である顆粒組成物として適用することもできる
。顆粒組成物は通常、粘土又は類似の物質を含む担体に分散された、約０．５重量％～約
１０重量％の殺虫剤を含有する。そのような組成物は通常、殺虫剤を適切な溶媒に溶解し
、約０．５～約３ｍｍの範囲の適切な粒径に予め形成された顆粒担体にそれを適用するこ
とによって調製される。そのような組成物は、担体と化合物のドウ又はペーストを製造し
、押し砕き、乾燥して所望の顆粒の粒径を得ることによって製剤化することもできる。
【００９７】
　殺虫剤を含むダストは、粉末形態の殺虫剤を、適切なダスト状農業用担体、例えばカオ
リン粘土、粉砕した火山岩などと緊密に混合することによって調製される。ダストは、適
切には約１％～約１０％の殺虫剤を含有できる。これらは、種子粉衣として又は葉面適用
剤として、ダストブロワー（dust blower）機で適用できる。
【００９８】
　適切な有機溶媒の溶液、通常は農業化学において広く使用されている散布油（spray oi
l）などの石油の溶液の形態で殺虫剤を適用することは、同様に実用的である。
【００９９】
　殺虫剤は、エアロゾル組成物の形態でも適用できる。そのような組成物では、殺虫剤は
、加圧発生噴射剤混合物である担体に溶解又は分散されている。エアロゾル組成物は容器
に包装され、混合物はその容器から散布バルブを通して分配される。
【０１００】
　殺虫剤が食品若しくは誘引剤、又はその両方と混合されるとき、殺虫剤の餌が形成され
る。害虫は餌を食べるとき、殺虫剤も摂取する。餌は、顆粒、ゲル、流動性粉末、液体、
又は固体の形態をとることができる。これらの餌は、害虫の潜伏場所（harborage）で用
いられる。
【０１０１】
　燻蒸剤は、比較的高い蒸気圧を有し、したがって土壌中又は閉鎖空間で害虫を殺生する
のに十分な濃度のガスとして存在できる殺虫剤である。燻蒸剤の毒性は、その濃度及び暴
露時間に比例する。燻蒸剤は、良好な拡散能力、及び害虫の呼吸器系に浸透するか、又は
害虫の表皮を通して吸収されることによる作用を特徴とする。燻蒸剤は、ガスを密封した
部屋若しくは建物において、又は特殊なチャンバにおいて、ガスを遮断するシートの下で
貯蔵製品の害虫を防除するために適用される。
【０１０２】
　殺虫剤は、様々な種類のプラスチックポリマーに殺虫剤の粒子又は液滴を懸濁すること
によって、マイクロカプセル化することができる。ポリマーの化学的性質を変更すること
によって、又は処理における因子を変化させることによって、様々な大きさ、溶解性、壁
厚、及び浸透度のマイクロカプセルを形成できる。これらの因子が、内部の有効成分の放
出速度を左右し、したがって製品の残留性能、作用速度、及び臭気に影響を及ぼす。
【０１０３】
　油溶液濃縮物は、溶液中に殺虫剤を保持する溶媒に殺虫剤を溶解することによって製造
される。殺虫剤の油溶液は通常、溶媒自体が殺虫作用を有し、外皮のロウ状の被覆を溶解
して、殺虫剤の取り込み速度を増大するため、他の製剤より速い害虫のノックダウン及び
殺生を提供する。油溶液の他の利点には、より良好な貯蔵安定性、より良好な間隙への浸
透、及び脂性表面に対するより良好な付着性が含まれる。
【０１０４】
　別の実施形態は水中油型エマルションであり、エマルションは、それぞれラメラ液晶被
覆を備え、水相に分散されている油性小球を含み、各油性小球は、農業的に活性な少なく
とも１種の化合物を含み、（１）少なくとも１種の非イオン性親油性界面活性剤、（２）
少なくとも１種の非イオン性親水性界面活性剤、及び（３）少なくとも１種のイオン性界
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面活性剤を含むモノラメラ又はオリゴラメラ層で個々に被覆されており、小球は、平均粒
径８００ナノメートル未満を有する。この実施形態に関するさらなる情報は、米国特許出
願第１１／４９５２２８を有する、２００７年２月１日公開の米国特許出願公開第２００
７００２７０３４号に開示されている。簡易に用いるために、この実施形態を「ＯＩＷＥ
」と呼ぶ。
【０１０５】
　さらなる情報は、「Insect Pest Management」、第2版、D. Dent、CAB International(
2000)を参考にされたい。さらに、より詳細な情報は、「Handbook of Pest Control-The 
Behavior, Life History, and Control of Household Pests」、Arnold Mallis、第9版、
2004、GIE Media Inc.を参考にされたい。
【０１０６】
他の製剤成分
　一般に、本明細書に開示される本発明が製剤に用いられるとき、そのような製剤は、他
の成分を含有できる。これらの成分には、これに限定されるものではないが（これは非包
括的であり、互いに排他的でないリストである）、湿潤剤、拡散剤、固着剤、浸透剤、緩
衝剤、金属イオン封鎖剤、ドリフト低減剤、相溶化剤、消泡剤、洗浄剤、及び乳化剤が含
まれる。いくつかの成分を以下に記載する。
【０１０７】
　湿潤剤は、液体に加えたとき、液体とそれが拡散する表面との間の界面張力を低減する
ことによって、液体の拡散力及び浸透力を増大する物質である。湿潤剤は、農薬製剤にお
いて主な２つの機能のために用いられる。加工及び製造時、水中で粉末の湿潤速度を増大
して、可溶性液体の濃縮物又は懸濁濃縮物を製造する機能、並びに散布タンクでの製品と
水との混合時、水和剤の湿潤時間を低減して、水分散性顆粒への水の浸透を改善する機能
である。水和剤、懸濁濃縮物、及び水分散性顆粒製剤に用いられる湿潤剤の例は、ラウリ
ル硫酸ナトリウム、ジオクチルスルホコハク酸ナトリウム、アルキルフェノールエトキシ
ラート、及び脂肪族アルコールエトキシラートである。
【０１０８】
　分散剤は、粒子の表面に吸着し、粒子の分散状態を維持するのを助け、それらが再び凝
集するのを妨げる物質である。分散剤は、製造時の分散及び懸濁を促進するため、並びに
散布タンクで粒子を確実に水中に再分散させるために、農薬製剤に添加される。分散剤は
、水和剤、懸濁濃縮物、及び水分散性顆粒剤に広く用いられている。分散剤として用いら
れる界面活性剤は、粒子表面に強力に吸着し、粒子の再凝集に対して荷電障壁又は立体障
壁を提供する能力を有する。もっとも一般的に用いられる界面活性剤は、アニオン性、非
イオン性、又は２つの型の混合物である。水和剤製剤の場合、もっとも一般的な分散剤は
、リグノスルホン酸ナトリウムである。懸濁濃縮物の場合、高分子電解質、例えばナフタ
レンスルホン酸ホルムアルデヒド縮合物ナトリウムなどを用いることによって、非常に良
好な吸着及び安定化が得られる。トリスチリルフェノールエトキシラートホスファートエ
ステルも用いられる。非イオン性物質、例えばアルキルアリールエチレンオキシド縮合物
及びＥＯ－ＰＯブロックコポリマーは、懸濁濃縮物の分散剤として、アニオン性物質と組
み合わせられることがある。近年、新しいタイプの非常に分子量の大きいポリマー界面活
性剤が分散剤として開発されている。これらの界面活性剤は、非常に長い疎水性の「主鎖
」、及び界面活性剤の「櫛」の「歯」を形成する多数のエチレンオキシド鎖を有する。疎
水性の主鎖が粒子表面上に多くの固着点を有するため、これらの高分子ポリマーは、懸濁
濃縮物に非常に良好な長期安定性を付与することができる。農薬製剤に用いられる分散剤
の例は、リグノスルホン酸ナトリウム、ナフタレンスルホナートホルムアルデヒド縮合物
ナトリウム、トリスチリルフェノールエトキシラートホスファートエステル、脂肪族アル
コールエトキシラート、アルキルエトキシラート、ＥＯ－ＰＯブロックコポリマー、及び
グラフトコポリマーである。
【０１０９】
　乳化剤は、ある液相の液滴の別の液相における懸濁を安定化する物質である。乳化剤が
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なければ、２つの液体は２つの不混和性の液相に分離する。もっとも一般的に用いられる
乳化剤のブレンドは、１２以上のエチレンオキシド単位を有するアルキルフェノール又は
脂肪族アルコール、及びドデシルベンゼンスルホン酸の油溶性カルシウム塩を含有する。
親水親油バランス（「ＨＬＢ」）の値が８～１８の範囲であれば、安定性の良好なエマル
ションが通常提供される。エマルションの安定性は、少量のＥＯ－ＰＯブロックコポリマ
ー界面活性剤を添加することによって改善できることがある。
【０１１０】
　可溶化剤は、臨界ミセル濃度より高い濃度において、水中でミセルを形成する界面活性
剤である。その後、ミセルは、ミセルの疎水性部分の内部で水不溶性材料を溶解又は可溶
化することができる。可溶化のために通常用いられる界面活性剤の種類は、非イオン性界
面活性剤：ソルビタンモノオレアート、ソルビタンモノオレアートエトキシラート、及び
メチルオレアートエステルである。
【０１１１】
　界面活性剤は、標的における殺虫剤の生物学的性能を向上させるために、散布タンク混
合物の補助剤として、単独で、又は鉱油若しくは植物油などの他の添加剤と共に用いられ
ることがある。生物学的強化（bioenhancement）のために用いられる界面活性剤の種類は
、一般に殺虫剤の性質及び作用様式によって決まる。しかしながら、多くの場合、非イオ
ン性界面活性剤、例えばアルキルエトキシラート、直鎖脂肪族アルコールエトキシラート
、脂肪族アミンエトキシラートなどである。
【０１１２】
　農薬製剤の担体又は希釈剤は、製品に必要とされる強度を付与するために殺虫剤に添加
される材料である。担体は通常高い吸収能を有する材料であり、希釈剤は通常低い吸収能
を有する材料である。担体及び希釈剤は、ダスト、水和剤、顆粒剤、及び水分散性顆粒剤
の製剤に用いられる。
【０１１３】
　有機溶媒は、主に乳化性濃縮物の製剤、超微量製剤に用いられ、より少ない程度で顆粒
製剤に用いられる。溶媒の混合物が用いられることもある。溶媒の第１の主なグループは
、脂肪族パラフィン油、例えば灯油又は精製パラフィンである。第２の主なグループは、
もっとも一般的には、芳香族溶媒、例えばキシレン、並びにＣ９及びＣ１０芳香族溶媒の
高分子量画分を含む。塩素化炭化水素は、製剤を水に乳化するとき、殺虫剤の結晶化を防
ぐために共溶媒として有用である。溶媒力を増大するために、共溶媒としてアルコールが
用いられることがある。
【０１１４】
　増粘剤又はゲル化剤は、液体のレオロジー又は流動特性を改変し、分散した粒子又は液
滴の分離及び沈降を防ぐために、主に懸濁濃縮物、エマルション、及びサスポエマルショ
ンの製剤に用いられる。増粘剤、ゲル化剤、及び沈降防止剤は、一般に２つの分類、すな
わち水不溶性粒子及び水溶性ポリマーに分けられる。粘土及びシリカを用いて、懸濁濃縮
物製剤を生成することが可能である。これらの種類の材料の例としては、これに限定され
るものではないが、モンモリロナイト、例えばベントナイト、ケイ酸アルミニウムマグネ
シウム、及びアタパルジャイトが含まれる。水溶性多糖は、増粘－ゲル化剤として長年用
いられてきた。もっとも一般的に用いられる多糖の種類は、天然種子及び海藻抽出物、又
は合成セルロース誘導体である。これらの種類の材料の例としては、これに限定されるも
のではないが、グアーガム、ローカストビーンガム、カラギーナン、アルギン酸塩、メチ
ルセルロース、カルボキシメチルセルロースナトリウム（ＳＣＭＣ）、ヒドロキシエチル
セルロース（ＨＥＣ）が含まれる。他の種類の沈降防止剤は、加工デンプン、ポリアクリ
ラート、ポリビニルアルコール、及びポリエチレンオキシドをベースにしたものである。
他の良好な沈降防止剤は、キサンタンガムである。
【０１１５】
　微生物は、製剤化した製品を損傷する。したがって、それらの影響を排除又は低減する
ために、保存剤が用いられる。そのような作用剤の例としては、これに限定されるもので
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はないが、プロピオン酸及びそのナトリウム塩、ソルビン酸及びそのナトリウム又はカリ
ウム塩、安息香酸及びそのナトリウム塩、ｐ－ヒドロキシ安息香酸ナトリウム塩、メチル
ｐ－ヒドロキシベンゾアート、及び１，２－ベンゾイソチアザリン－３－オン（ＢＩＴ）
が含まれる。
【０１１６】
　界面張力を下げる界面活性剤の存在は、多くの場合、生成時及び散布タンクによる適用
時の混合操作中、水をベースとする製剤を発泡させる。発泡傾向を低減するために、生成
段階中又はボトル充填前に、しばしば消泡剤が添加される。一般に、２つの種類の消泡剤
、すなわちシリコーン及び非シリコーンの消泡剤が存在する。シリコーンは、通常ジメチ
ルポリシロキサンの水性エマルションであり、非シリコーン消泡剤は、水不溶性油、例え
ばオクタノール及びノナノール、又はシリカである。いずれの場合も、消泡剤の機能は、
界面活性剤を空気－水界面から移動させることである。
【０１１７】
　さらなる情報は、「Chemistry and Technology of Agrochemical Formulations」、D. 
A. Knowles編、1998、Kluwer Academic Publishersを参照されたい。また、「Insecticid
es in Agriculture and Environment-Retrospects and Prospects」、A. S. Perry、I. Y
amamoto、I. Ishaaya、及びR. Perry、1998、Springer-Verlagも参照されたい。
【０１１８】
適用
　害虫の場所（loci）に適用される殺虫剤の実際の量は一般に決定的でなく、当業者は容
易に決定できる。一般に１ヘクタール当たり殺虫剤約０．０１グラム～１ヘクタール当た
り殺虫剤約５０００グラムの濃度が、良好な防除を提供すると予期される。
【０１１９】
　殺虫剤を適用する場所は、害虫が生息する任意の場所、例えば野菜作物、果実及び堅果
の木、ブドウのツル、観賞植物、家畜、建物の内部表面又は外部表面、並びに建物周囲の
土壌であることができる。害虫の防除は一般に、ある場所で害虫の個体群、活動、又はそ
の両方を低減する手段である。これは、害虫個体群がある場所から撃退されたとき、又は
害虫がある場所若しくはその周囲で、部分的若しくは完全に、一時的若しくは永続的に能
力を奪われたとき、又は害虫がある場所若しくはその周囲で、全体として又は部分的に絶
滅したときに起こり得る。当然ながら、これらの結果の組み合わせが起こり得る。一般に
、害虫の個体群、活動、又はその両方は、望ましくは５０パーセント超、好ましくは９０
パーセント超、さらに好ましくは９９％超低減される。
【０１２０】
　一般に、餌の場合、餌は、例えばシロアリがその餌と接触する可能性のある地面に配置
される。餌はまた、例えばアリ、シロアリ、ゴキブリ、及びハエが餌と接触する可能性の
ある建物の表面（水平面、垂直面、又は斜面）に適用することもできる。
【０１２１】
　一部の害虫の卵には殺虫剤に抵抗する独特な能力があるため、新しく出現する幼虫を防
除するために、反復適用が望ましい可能性がある。
【０１２２】
　植物における殺虫剤の浸透性移動を利用して、殺虫剤をその植物の異なる部分、又は植
物の根系が殺虫剤を取り込むことのできる位置に適用することによって、植物のある部分
の害虫を防除することができる。例えば、葉採食性昆虫の防除は、点滴灌漑若しくは畦間
適用によって、又は植え付け前に種子を処理することによって、防除することができる。
種子の処理は、すべての種類の種子に適用することができ、特殊化された形質を発現する
ように遺伝的に形質転換された植物が発芽する種子が含まれる。代表的な例としては、Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ若しくは他の殺虫性毒素など、無脊椎害虫
に毒性であるタンパク質を発現するもの、「Ｒｏｕｎｄｕｐ　Ｒｅａｄｙ」など、除草剤
抵抗性を発現するもの、又は殺虫性毒素、除草剤抵抗性、栄養強化、若しくは他の任意の
有益な形質を発現する「積層された」外来遺伝子を有するものが含まれる。さらに、本明
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細書に開示される本発明によるそのような種子の処理は、ストレスの多い成長条件により
良く耐える植物の能力をさらに増強することができる。これにより、収穫期に高い収量を
生じることのできる、より健康で元気な植物が得られる。
【０１２３】
　本発明を、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ若しくは他の殺虫性毒素な
ど、特殊化された形質を発現するように遺伝的に形質転換された植物、又は除草剤抵抗性
を発現するもの、又は殺虫性毒素、除草剤抵抗性、栄養強化、若しくは他の任意の有益な
形質を発現する「積層された」外来遺伝子を有するものと共に使用できることが、容易に
明らかとなるはずである。そのような使用の例は、本明細書に開示される本発明をそのよ
うな植物に散布することである。
【０１２４】
　本明細書に開示される本発明は、獣医学の分野において、又は動物飼育の分野において
、内部寄生虫及び外部寄生虫を防除するのに適している。本発明による化合物は、公知の
方法、例えば錠剤、カプセル剤、飲料、顆粒剤の形態での経口投与、例えば浸漬、散布、
注ぐ、スポッティング、及び散粉の形態での皮膚適用、並びに例えば注射の形態での非経
口投与によって適用される。
【０１２５】
　本明細書に開示される本発明は、ウシ、ヒツジ、ブタ、ニワトリ、及びガチョウなどの
家畜の飼育においても有利に用いることができる。適切な製剤を、飲料水又は飼料と共に
動物に経口で投与する。適切な投与量及び製剤は種によって決まる。
【０１２６】
　殺虫剤を使用又は市販できるまでに、そのような殺虫剤は、様々な政府機関（地方、地
域、州、国、国際）による長い評価プロセスを経る。必要とされる多量のデータが監督機
関によって明記され、それは製品登録者又は製品登録者の代理人によるデータの生成及び
提出によって対処されなければならない。次いで、これらの政府機関は、そのようなデー
タを再検討し、安全であると判定された場合、見込まれる使用者又は販売者に製品登録認
可を与える。その後、製品の登録が許可され支持される地方において、使用者又は販売者
はそのような殺虫剤を使用又は販売することができる。
【０１２７】
　本明細書の表題は便宜上のものにすぎず、本明細書のいかなる部分を解釈するためにも
用いてはならない。
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